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第１ 章ｊ４］縄県におけるｑコ間検を制度

－１ 沖縄リＲにおける串間検査制度

ｉ・ 成１ ０年 ６ＪＥ１ １２ 日にむ布された「建築基準まの一部を改 ：ＥＥする法律」 （ｘＦま １０年ま

律第１００号）により、「建築物に関する中間検査」 （建築基準法第フ条の３） の制度が創設

され、平成１ １年５ｊＥ１ １日 から施ｆｉされました。

この制度は、 「ほ神・淡路大震災」での建築物の倒壊のほ因の一つが施工］Ｆ良である

ことが牛り回 したことを契機として 、施工管・Ｒび工事監ミを徹底する 目的で設けられたも

のです。

「ｑコ間検査制度」の具体白４Ｊな ｜大ｌ容は、 特定ぞｉ政庁が心要に応じ、その地方の建築物の

建築動向又は工事に関する４犬況そのきの事情を勘案し、 一定の構造、 ■途等の建築物

につ いて 、「 串間検査」を受けるべき工程（特定工程）を指定 し、 指定された建築物 は建築

き事等の「中緊検査合格証」の交付を１けなければ特定工程後の工程に係る工事を実

施できない制度です。

本Ｓ にお いて は、 他都道府県の状ＳとＸなり 、言わば 「工務店建築 」「 ハウスメーカー

によるプレハブ住宅」による木造又は軽量鉄ｌ造の建築物が少なく、個Ｓｌｊ白りに建築ｔが

設計、工事監ｉｌを朽・い、構造においても鉄筋コンクリート造の建築物が大半をぷめてい

るの が実状です。

しか しながら 「阪神・ 淡路大震 災」 において 。あ らゆ る構造の建築物に被害が発 ＪＥ した

状況を鑑みれば、 本県においても建築物の安を性を確保するため工事監ＥＩの徹底を回

る必要があり 、「 に１コ間検査」を導入することが、 建築物の安き性に対する監ミ者を体の意

識や技術の『白』 上に重Ｘな役割を果たすものと考えます。

また、回年の建築基準法改ｉＥ により民間の指定確認検査機関が確認・ 検査業務を行

うこ とができるこ ととなり ましたが、同 検査機関 の活 Ｊｉｉｌ に伴 い、 行政 は監査、 違Ｊｉ是 ｉＥ、

処分等の間接コントロールを中心とする体制が整いつつあ り、 このような状２も踏まえ、

「ｑ＝リＵＩ 検査 」の 導入など建築規制 の実効性確保のための施策を推進する必Ｗがありま

す。

なお、令和２年１０ｊＥＩ に策定された第３次沖縄県建築ぞｉ政マネジメント計回においても、

特定工程の指定による に１コ間検査の徹底が位置づけられているところであり、 本県（ｉｒＳ覇

市、 沖縄市、 浦添市、 宜野湾市、うるま市を除く。） では、；；Ｆ特定１数又は社会的弱者等

がｉｊＪｉｌ する特殊建築物や一Ｆ 建て住宅 （分譲住宅に限る 。） 等につい て、 一定の規模に

限り、当該建築物の工事施工中に建築圭事等が建築基準関係規定に適合するかを検査

することが必要なものとして、 特定工程等の指定を行うこととしま した。
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－２ 建築基準法による ｑ＝・間検査に係る特定工程等の指定

ＸＦ 成１ ６年 ｌ　ｊＥ１　２７　日沖縄県告示第５ １号

改工Ｅ　１１ｚ成 １７ 年３Ｊｉ　２２　日　 沖縄県告示第 ２０８号

聊－成１９年Ｉ　Ｊｉ　２６　日沖縄県告示第４６そ

平成 １９ 年５ＪＥ１２６日 沖縄県告示第 ３５８ｇ

平成 ２２ 年２ ｊＥ１　１９　日沖縄県告示第８９号

平成 ２７ 年２ ｊｌ ６日 沖縄県告示第 ８０号

手成 ３０ 年２Ｊヨ１１ ３日 沖縄県告示第 ７８号

令和３年２Ｊ１　２６　日沖縄県告示第８８号

建築基準法（９和 ２５ 年ま律第 ２０１ｇ。ほ下、 「法」という 。） 第７条の３第 １項第２号の規定に

よる特定工程Ｒび回条第６ａの規定による特定工程後の工程を次のように指定する。

この告示は、 丐・成１６年３Ｊ１１ 日（な下、「施行 日」という。 ）から施行し、施行日 な後に法第６

条第 １項の規定により確認串請書を提ｉする建築物、ａび法第６条の２第１ 項に規定する確認

を１けるため書類を提ｉする建築物について適■する。

に１コ「ＵＩ検査を行 うＩＺ域

那覇市、 沖縄市、 浦添市、 宜野湾市、ａびうるま市のＩＺ域を除く沖縄県全域とする。

２串間検査を行う期間

ＸＦ 成１ ６年３Ｊ１１ 日か ら令和７ 年２ ＪＥ１２８日 までの２ １年間

３串Ｍ検をを行う建築物の構造、Ｊｉｌ途又は規模

－の建築物における新築、 増築又は改築に係る部分がまに掲げる構造Ｒび規模のもの

（１ ）法５ヨ ｜』 表第 １（ い） 欄（－） から （回 ）に定める特殊建築物 （氛［ｉ］住宅を除く 。） で、 ｔ階を除く

階数が３な上又はＫべ面積が５００　ｎｆを超えるもの

（２）－Ｆ建ての住宅 （分譲住宅に限る 。） 、長ａ又は共回住宅で、ｔ階を除く階数が２な上

のもの｛共回住ｔにあってば、 法第７条の３第１ 項第 １１１｝ に規定する特定工程を含む工

事を行う こととなるものを除く 。）

４指定する特定工程

次のとお りとする。なお、 ２な上の構造を併・した建築物にあっては、 １階床ｉｉ積が最大

の構造のものを特定工程と し、 増築等の場合 は、 初めての工事を施工する階を１ 階と読み

替える。

（１ ）鉄ｉ造にあっては、 １階の鉄骨の建て方工事の完了時

（２）筋 コンクリ ート造、 鉄骨鉄筋コンクリ ート造Ｒび補強コ ンク リートブ ロック造 にあって

は、 ２階の床版（階数が１ の建築物にあってはａ根版）のＥ筋工事等の完了時

（３）造にあっては、 １階の構造耐力上主要な軸組工事（枠組み壁工まは耐力壁）等の工事完

了時

（４）その他の構造にあっては、基礎Ｅ筋工事の完了時
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５指定する特定工程後の工程

まの とお りとする。

（１ ）鉄骨造にあって は、 構造上圭ｙな部分の鉄骨を覆う工事 、壁の外装工事又 は１ブ；１装工事

（２）鉄筋コ ンク リー ト造 、鉄骨鉄筋コ ンク リー ト造 Ｒび補強 コン クリ ートブロ ック造に あって

は、 ２階の床版（ 階数が１ の建築物にあって は屋根版）の コンクリ ート打ち Ｒみ工事等

（３）木造にあっては、構造・力上圭要な軸組（枠組み壁工法は耐力壁）等がほ蔽されること

となるタｉヽ装工事又は内装工事

（４）その他の構造にあっては、基礎のコンクリ ートの打ち；！み工事等

６適用除外

な下の建築物については、 この告示の規定は適ｊｉｌ しない。

（１ ）法第１８条の適ｍを受ける国、都道府県又は建築圭事を置く市ＩＴ村の建築物

（２）法第８５条各Ｊｉの適用を受ける建築物

（３）法第６条の４第 ＩＪＩ第 １号ａび第２号に掲げる建築物又はま第 ６８ 条の ２０ 第１ 項に規定

する認証・ま部材等を有する建築物

（４）住宅の 呂質確保の促進等に関するま律 （ＸＦ成 １１ 年法律第 ８１ 号） 第５ 条第 １項に規定

する住宅性能評価（建設住宅性能評価）を受ける住宅

前文 （抄 ）（ 両－成１ ７年 ３ｊｌ２２日 告示 ２０８号）

平成 １７ 年４ ＪＥ１１ 日か ら施行す る。

前文（抄）（珊・成１９年ＩＪＥＥ１２６日告示 ４６ 号）

河－成１９年ＩＪＥ１ ２６ 日から施行する。。

前文 （抄）（７ま １９ 年５ ｊｌ ２２ 日告示３５８ 号）

平成 １９ 年６Ｊヨヨ１ ２０ 日から施行する。

前ヌ：（ 抄） （平成２２年 ２Ｊヨ１ １９ 日告示８９号）

平成 ２２ 年２ＪＥ１　１９　日から施行する。

前ズ （抄 ）・ （ｘｌｚ成２７年 ２ｊｌ６ 日告示８０号）

ＸＦ成２７年２ＪＥ１ ６日 から施行する。

前文（抄）（平成 ３０ 年２ＪＥ１１ ３日告示 ７８ 号）

平成 ３０ 年２ ＪＥ１　１３　日か ら施行す る。

前文（抄）（令和３年２Ｊヨ１ ２６ 日告示８８号）

令和３年２Ｊヨ１ ２６ 日から施行する。
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第２章中回検を実施手順等

２－ ｌ　 ｑ＝１「ＵＩ 検査事務手続フロー

（建築確認申請から、 建物の完成（使Ｊｉ開始）までのフロー）

（建築主） （建築主事ａび指定確認検査機関）

確認審査

確認済証交やｔ

受９１後書類審査

４

計回変更確認申請

【確認済証交付後に変更が生じ

た場合】

完了検査串請 （４ 日な内）

使Ｊｉｌ 開始

ＥＩ場審査

４
保留

４，

手直し工事

／

合格

完了検戞．合格証

｜特定工程完了＼
４

串間検査串謫（４ 日Ｊａえ｜大｜）

工事完了

工程着手

現場審査

‾ニムヘ

手直し工事

受１１後書類審査

串間検査合格証

建築確認串請

工事着手

確認検査

確認済証交付



２－２中間検査実施手順

（１ ）中 間検査串 請の事前打合せ

１） 串間検査日程の調整

串間検ま対象建築物につい て、 工事監ｌｌ者等の 関係者は、申請書提ｉ な前に検査

員と特定工程の工事終了予定日の連絡を密にし、 検をの実施日を相互に調整してお

く。

２） ４１ 間検査申請に必要な書類と記入方法の確認

特吏工程に係る工事が完了する前、 早い段階で、 ４］ 回検査串請書（省令第２６号様

・）や検をに必要な書類（第３章参照） のＥ入方法等について打合せをｌｉう。

（２ ）串 「ＭＩ検査串 請書の提 ｉと受ミ

中間検査の串請と検査手数料の納付

建築■は 、特定工程に係る工事が完 了してか ら４ 日な 内に 中間検査を串 請することに

なっている。

１） 建築・事 （各土木事務Ｆｇｉ、 各まＪヤ ）への申請の場合

中間検査 申請書（省令第２ ６号様ま ）に必要事項をＥ載し添付書類 （確認串 請の副

本等）をほえ、手数料 （県証紙で納イ才 ）とともに各管Ｍ土木事務所建築課 （各支庁土木

建築課建築係）に 提とＵす る。

２） 指定確認検査機関 の場合

各指定確Ｓ検査機関の 串請手数料Ａび串請様 ５Ｅｔによる。

※検査申請手数料に係る検査対象床面積について

串「ＨＩ 検査の串 請手数料 は、 ｑ＝ｌ間検査を行う部分の床面積に応じて、 下Ｅのとおり となる。

（沖縄県建築基準法施行条例第 ２９ 条の ８）

ｑコ 間検

査を 行う

部夕ｌの

床・積

の合計

く㎡）

３０

な内

３０

を超え

１００

以内

１００

を超え

２００

な内

２００

を超え

５００

以内

５００

を超え

１， ０００

以内

１， ０００

を超え

２， ０００

以内

２， ０００

を超え

１０ ，０ ００

な内

１０ ，０ ００

を超え

５０ ，０ ００

心内

５０ ，０ ００

を超え

るもの

手数料

（ＦＩ）

１３ ，０ ００ １６ ，０ ００ ２２ ，０ ００ ２８ ，０ ００ ４９ ，０ ００ ６６ ，０ ００ １４ ７， ０００ ２２ ２， ０００ ４０ ７， ０００

ｑ＝１間検査手数料は 、特定工程に達したＲ階での床Ｓ積 にＪむじて算定するこ とになる ので、

検をの串 請にあたって は施工されている部分の床面積を算定してお く必要がある。
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【床ｉｉ積の算定方法】（網かけ部Ｓヽが床回積算定対象部分）

，特定工程

ＳＳ匹シご回　検査対象床

ＧＬ

串間検査のａ階で はり 又はＥ筋の工事が完了 している部分につ いて 、床があるものとみな

して床面積を算定する。（平成 １１ 年４ＪＥ１２８日住指発第 ２０２号）

ｅＳＳ検査対象建築物につ いて

中間検査対象建築物は、万象となるＪｉｌ途に供する部分のみでなく棟ごとに建築物全体の

規模によ り牛りほする 。また、亀築；ａ び改築については 、その部・の規模によ り牛ｌｊ ほする。

・途変ｌｌについては 、対象とならない。

【増築工事の例】 （網かけ部分が既存部分）

ケース１　 ３暗部Ｓヽの増築（増築部分のｉｉ積５００平方メートルな『大ｌ』

皿
梟後５００平方メートル超（増築・

鼈が １）

・増築後の階数は３となるが、 増築に係る部

分の 階数 が１ でｉｉ積 が５ ００ 平方 メー トル

な内 なの で検査対 象外。

ケース２　 増築後５００平方メートル超（増築部分のＳ積が５００平方メートルな「大ｌで、

階数 が１」

増築後の Ｒべ ■積 は５ ００ 平方 メー トル

を越えているが、 増築にＷる部Ｓヽ のｉｉ

積が５００平方メートルな下でｊき階を除く

階数が２な下なので、 検を対象夕１ヽ。

ケース３　 増築後５００聊－方メートル超 （増築部ＳヽのＳ積が５００平方メートルな内で、

地上 ２階地下 １階）

６

・増築後のＲべＳ積は５００平カメートル

を越えているが、 増築に係る部９のｌｊ

積が５００平カメートルｊＭ下で地階を除く

階数が２ぷ下なので、 検をが象夕１ヽ。－

一
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２） 串間検査串請書の提皀

ｑコ 間検査串 請書受ミのＲ件。

①工事・ミ者が工事着工前にきイＥＥされ、 業Ｓをぞｉつていること。 （Ｘ この場台、建築・

と工事監ミ者との契約が交わされていることが望ましい。）

②エ奉ＳＪＩ者の・ミ業務をぞｉい、必■な手■しがなされていること。

③ａｌ十変■があったＳ台は、 れ回変更・認串請■の心Ｓな手続きがなされているこ

と。 （②にも関ｌする）

④「工事監３１の状況（省令第２６９・様ｉｔＳ４■）」 がｌｌそＪ確にＥ載されていること。

（３）串間検査の方法

１） 中間検査串請受ミ後４日な「ヌ９に検査

工事監１１者等の 関係者は 、串 請書提ｉ な前に特定工程の工事終了 予定 日の連絡

を密にし 、検査の実施 日を相：！ｉ に調整してお く必要がある。

２） 検耄。の ｌブ；ｌ容

検査の｜：大１容は、 基本的には次の部分で構成される。

①特定工程の部Ｓヽの・きき確Ｓ

②特定工程にＭわる前工珊－の部分の適合性確認

③①、②なタ１ヽの部タｌの・きｔ・Ｅ（例えば兔ｍ、の・ｔａび■■物に関するま自り

適合性）

３） ４］ 間検査の 方法

①４］回まをは現ｊｌ４Ｓをとする。

書類のみによる検を、 ｇ真のみによる検査はＳめられない。必ず検を員がまエＥＩ

・に赴き、検ををｆｉうことになる。また、 ・＝ｔｌ ｒＭＩ検まは工事４１の建築物のｌｉｊま性の検

査と［５］時に、 工事監Ｓ体制のチェツクもぞｉうので、 工事監９１者の立ち会いが必・で

あり 、検査時の指示はこの工事監ＪＩ者へ行うものとする。

②４：Ｉ ＦＵＩ検・では、 工事中の建築物が建築あ準Ｍイ京規定に・き しているかを４Ｓをす

る。

中間検査においては、 工事中の建築物が建築基準関Ｓ規定に適合するがどうかを

検査する ことになって おり 、その検査工回目 は特定工程の工事 に関するものだけでな く、

特定工程は前の工事についても検査対象となる。

したがっ て、 現場検査 にお いても、 特定工程な前の工事に 関する資料の提示 、ヒ

アリング等により、法適合性を判断することとなる。

なお、現場の全ての部位を検査するものではなく、原則として抽出による検査を行

うものとするが、 実施検査にぞ具合がある場合や１ｔ較白４Ｊ小規模な工事の場合は、

ｔ数検査を前提として行うこともある。
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③中 ｒＵｌａをはまの ３力までぞｉわれる。

目視検査

目視により、 設置の有Ｓ、 材料の表示等を検査する。

計測検査

簡易な計・機Ｓ等をＪＩいて検査する。

報告書等

目視検査Ｒび計佩検をの他に、 工事監ｌｌの状・報告、建築工事施工計画報告

書、 建築工事施工結果報告書等を参回し、工事監ミ者等にヒアリング等を行う。

④４１ＦＲＩ検査 は、 建築確２の串請Ｓ （副本） によ りｆｉ・われ、施工ＥＩＳとの一ａを基本

とする。 設計変更をまじた場合には、軽微な変更を除き検査前に変ｌきの手続きを

終えた図ｉｉにより検査が行われる。

（４ ）検査の判定方法

検査の隻、終 白４Ｊな牛｜』定 は、 法令の基準によるが、 構造の種■等によっては法令そのも

のに具体的な記述がない場合がある。

１） このような場台には、 確認の串請書２１びその添付回書と施工状況との照合を行い、

これにンＦ整合の部分がある場合には、 その事実を指摘すればよいこととする（－まス

クリ ーニング）

２） この指摘に関 する対応 （二 次スクリ ーニング）

①この指摘にがして、 Ｒ８十変叉でガホ ｉｌ能な１台 には 、そ の｜ヌｌ さがｔ。Ｅである こと

を確認した上で、 必Ｗな設き十変更にかかる確認に関する手続きを指導し、 変更部

分の検査結果が適合していることを確認する。ＸＩ、 ＳＳミ２

②この指摘にがして、 何らかの・ｔ７〕 な説明がなされない１台は 、Ｒ・あ準関５規定

に適合していることが判断できないため、合格証が交付できない。

ＸＩ 確認の申請書Ｒびその添やｔ回書のみでは照合できない部分については、法第

１２条第３項の規定に基づき、 必Ｒに応じて設計回書、構造計算書等の提ｉを求

める場合があ る。

Ｘ２ この場合に、 仕様規定との照合により確認できる場合など検査の現場において

容易にま令との照合がｉヨＩ能な部分については、とりあえず検査を実施し、その後

法第 １２粂第 ５１Ｊｉ の報告を求める場合がある。
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（５ ）検査後の処ミ

１） 合格の場合

現場検査終了 後、 ４１ 間検査合格証を交 イ才する 旨を伝え 、速 やか に・＝ｐ 回検査合格証

発行の手続きが行われる。

２） 指摘事項等がある場合

・指摘内容［確２串請回書との］Ｆ整合）の確Ｓ

一対に方ま（Ｅ。Ｅ工事、 ；；Ｆ足書類等）の確認

・が応後の報告方法についての打ち合わせ（万真提ｉ 、書類（写） の提ｉ等）を行う。

一指摘箇所が是：ＥＥ されたときは、１ ）合格の場合と回様の手続きを行う。

一法今に適合 している ことがＩＥ明 できない場合 は、 中間検査済証の交 イ才ができな い。

（後続工程として指定された工事を施工してはならない。）

２－ ３完 了検査との関係

建築基準法第７条の３第フＪＩの規定により完了検査においては、 串間検査の際に検査され

た建築物の部分ａびその敷地については ｉｌミｉ度検をを行わなくても 良いことになって いる。

しか し、 ４］ 間検査終了後に変更の工事が行われ４］ 回検査時と異なっている状Ｓとなっている

場合には、完了検ま時に改めて検査を行う必Ｒがある。
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串間検査実施手順

中間検査実施手順 内　　　容

（１ ）中 間検査申 請の

事前打ち 合わせ

．１ ）中間検をの周タミロａび検査日程の調整

・確ａ済証交ィ才時の串間検を万象建築物である旨の・タミロ

・検まま施日の日ＲＩ整

２）中間検を倅請に心・な・類とＥ入；ちまの縦ａ

・検をに心Ｘな書類・びＥ入方法の確Ｓ

・工 事Ｓミ者の選 をＥをほうこと

・設計変・がある場ｔ、計画変ｊｌ確認串請等をぞｉうこと

（２）４］ｍｌ検査申 請書

の提出と受理

１）中間検戞．の串請と検・手数料の納Ｍ

・特定工程に係る工事が完了してから４ 日な １ブ；ｌ に串請

を串請先：各土木事務・・支胄又は指定確Ｓ検を機関

２） 中間 検査 串請書の １ミ

’※ 受ＪＩ要件

・工 事Ｒ １１１考 のＳ ４ＥＥ

・ａ計変■があった場台、 ぎ十画変・確認串請がぞｉ・われていること

・工事Ｓ９の状示報告（申請様式第４ｉｉ） がＭＪ確にＥ載されていること

（３）串 間検査の 方法 １） 中『ＭＩ検・ｉＳ後４日な内に検を

２）検査の内容

・工事監ミの状２報告（串請書様攷第４Ｓ）Ｒびチェックシートによって、報

告書審を目視ａ・を行い、 心・にＪ芯じて計珮等をぞｉう。このほか、 必Ｒ

な場合には報告・を求め審をする。

３） ４コ 間検査の方法

①現場ｉｌｊ着時の確認事・

・建築縦ａ表 示板 のａ・確Ｓ

・工事Ｅ胯場のた害ａ止→ＷＥい、 防護網等のａａｌ犬示Ｗ

②工事ｎ９１の４犬況報き （串 請様ま第４■）Ｗの審を

・工事・ミ者の・ミ・ 検・結■を報き書の・をＲびヒアリ ングによって把

握する。

・チェックシートにより報告書審を等をｆｉう。

③ａ・審を

・チ ェックシート によ り目 視検ま等をぞｉう。

（４）検査の判定方法 １）一席スクリーニング

・確ａ串請書Ｒび■イ才回書との照合を４ｉ い、 これ に］Ｆ整合がある場合に

はその事実を指摘する。

２）二次スクリーニング（指摘にがするがぷ）

・この指摘に対して、 設計変更で対Ｊむｉｉｌ能な場合には、 変更確認串請等を

ヂｉ－う 。また、 容易にま令とのＳ台がｉｌｔなＳきは検査を実施し、 その後、

報告書等 によ り確 ほす る。

・ま令に適台していることが証明できないときは、中 「ＵＩ検を合格証が交Ｍ

できない。

（５）検査後の処Ｓ １）合格の場 合｀

・　 Ｓ！場検を終了後 、４１「ｌ」１検を合格証を交ィ才する 旨を伝え 、嗚胄後、速

やかに、 き４をａｌｎ・の手続きがぞｉわれる。

２）合格証が交焼できない場台

・現場検耄梟了後、指摘内容を確回し、 ガホ；ち法について打ち台わせる。

一指摘箇所がＥ。Ｅされたときは、 直ちにき４をの手縦きを行う。

・ま今に適台していることが証回できない場合は、４］『ＭＩ検を済Ｅの交ィ才が

できない。（後続工廻．として指定された工事を施工してはならない。）
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第３章串間検査チェックシート等

串間検査串請に心Ｗな回書一覧

串「ＵＩ検を串請心Ｗ回書 部数 提■時

１． ｑコ 間検を串請Ｓ （規ｊｌ ｌ』 ク３ １Ｊ Ｅ第 ２６そ様ま匏へｔ、２ ｌｉ 、３ ・） １ 串請時

２．工事Ｓミの状・報告書く規則Ｓｌｊ 記第２６号様・第４・） １ 串請時

３．１イ才回書
（１ ）当該建築物のれ画に５わる確認にＸした回さ（副本）
（２）計画変更の確認にＲした回書 （１本）
（３）その他特に必要と認 める書類

１

１

１

申請時

串請時

串請時

４． ４コ Ｍ検をチェックシート （意Ｅ・設備）（ Ｒｃ、ｓ、木造）
溺、検を方ま欄の監ＩＩ者によって検査を行った検査方法（Ａ，Ｂ又はｃ） に○印をＥ入すること。
りＫ指摘事項がある場台など心ＲなＳ合、写し１ 部をｉ！却する。

２ 検査時

５．工事施工状況写真

Ｘ特定エミな前の工ｊｌに関する構・自力゛上生ａな部Ｓヽ、 ・力壁、 ｔ礎Ｅ筋４について準備する
こと 。提ｉされた写真 は、 適ま性の確Ｓに時間を要するな ど、 特殊な事情がない ・り 早急 にｉｉ
却す る。

１ 検を時

６．その他検査参考資料（例）
Ｘ・常監ミ報告に心要な資料をＥ脱場検を時 にチェックできる よう準備する こと 。提ｉされた 資料

は、 適法性の 確認に時間をＲするな ど、 特４な事情がない ・り １－急にａ却する。

１）鉄筋コンクリート工事関係

①コンクリート工事施工計回報きき（１中ＳＩＭＩ築あ準ま施ａ細ｌｌｌＪ Ｓ３６そ搾ま）
若しくはコンクリ ート配合計回書

②コンクリート工事施工結鶚、報きき（ｊ中Ｓ県■築あ準ま施行細ｌｌｌ』 第３７１一様ま）

③笏、筋ミルシート

④ａＳＥ■抜Ｒ回 ｜・Ｍ９ （又 は超音まＳＩＭＳ）Ｍ■

⑤杭工事施工結■９告書

⑥そのｔ心Ｓと認めるき類

２）鉄骨工事関係

①鉄ｉ工事施工状・報き書

②製作Ｒ領・

③鋼４オミルシート

④溶接部社「ヌ１検を結■報き書

⑤Ｓ４Ｓ ■入検を６・報きま（ ・Ｅ者検を）

⑥鉄ｉ精まＩＩＪ ｔＳＩ

⑦そのｔ心Ｓと認める書類

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

検査時

検査時

検を時

検ｔ時

検査時

検査時

検を時

検査時

検査時

検を時

検戞．時

検登時

検査時
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工事監ＩＩの状Ｓ報告の・　き方例

・建築構造審まｘ領〈ｆｔ〉ゆ回検ま実施マニュアル

■ｓ 建・省ｔｔＪｉｓ建・指導課　　　　　　　］　　　より
編集 日本建築・事会議構造ｉｉ究部会

鉄筋コンクリート造
［４］回 検を 串請書規 ｊ！ ｜Ｊ Ｓ２６ｇ 様ｉｔ第 ４回）

二確認を行つた
部位、材料の
種類等

照台 ｒヌ９容
照合を行っ
た設計図書

加計回書の
内容につい
て設計者に
確認した事
項

照台方ま

照台結・
（ぞ適の場
台には建築
主に 対して

行つた報告
の内 容）

敷地のＳ状、
高さ、衞ｔａ
び安全

擁壁

擁壁の支持

ｔ盤

・設置の状況（Ｈ＝１ ．８ｍ）

・種類（ローム）

・地耐力 （７ｔ／㎡）

（その他、集団規定に

構造詳細回

構造計算書

仕様書

ＳＭすることは

なし

なし

なし

この欄に・

・土工事の工程終了後に現場
で照合

き記載する）

適

適

適

まＸ構ｉ１部ａ
び主‾氈構造部
な夕ｔの構ま脱
力上・要な部
分に 用い る材

料（接合材料
を含む） の種
類、 ａ質、Ｓ
状及 び寸法

くい

（材料）

鉄筋

コンクリ ート

・種類（場Ｒｌｉ打ちコンクリー卜くい）

工法（アースドリル）

径１ ，０００～２，０００ｍｍ

長さ Ｌ＝３０ｍ

・支持層（土丹）

・材料、 種類、規格、 ａ質、

Ｓ状．寸法

Ｄ１ ０～ Ｄ１ ６（ ＳＤ ２９ ５Ａ）

Ｄ１ ９～ Ｄ２ ５（ ＳＤ３４ ５）

一木ｔ料、種類、 規格．品質、

（普通コンクリートＦｃ＝２７０）

（４ａＥ縮強度． 塩４ヒ物・、 アルカリ■材

～施工状５

構造詳細回

基礎伏回

仕様書

構造詳細回

仕様書

構造詳細回

仕様書

ａ応等のＭＩ

報告書を参＝

なし

なし

なし

なし

１に関する結

ｔにして作成

一工場試験書類の確認、受入
れ時の検をａび工程終 了時
に現場で照合

一ミルシート書類審査、受入れ
時の検査ａび工程終了時に
現場 で照合

一回合計回書、報告書による
書類審査及び供試体による４
週試験結果の確認

ｌについてはＺＩ』紙参・Ｉ）

Ｗ

追

追

適

適

圭Ｒ構・部ａ
び圭■措造部
な外の構造耐
力上 主要 な部

分に１１１いる材
料の接台状
Ｓ、 接合部分
のＳ状等

基礎

くい

柱

はり （小 ばり

含む）

｜

一位置、 ５状、寸法

・Ｅ筋の本数、Ｓ置

・くい頭の処９、 補強

一位置、 ５状、寸法

・偏・ひ距離 （最大３５０）

・圭筋の本数、径

・フープの径 、ピッチと位置

・圭筋の本数、を、き獸

・ｔ筋の定着

・スターラップの径、 ピッチと位置

・継手の位置、長さ

一貫 ・子しの Ｑｔきと補強方ま

基礎伏図

構造詳細回

基礎伏図

くい伏図

档造詳細回

床伏図

構造詳細回

仕様書

床伏図

構造詳細回

仕様書

大臣認定
（財）日 本建
築センター
評価 仕様

構造計算書

なし

なし

なし

なし

偏心 の処理

方法

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

・工程終了時に現場で照合

一同上

一回上

・『ｉ］上

一回上

・工程終了４に１１場で照台

・同上

・同上

一回上

・同上

・同上

一同上

適

適

適

追

追（偏心によ
るフーチン

グ、 基礎ぱり
変更確認申
請済）

追

適

適

適

適

適

適
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継手

スラブ

（ベタ基礎含
む）

壁

階Ｒ

・ガスＥ接き手のＳ状と位Ｘ

・特殊継手

・・筋のｒＳ］き、径とピッチａび位置

・主筋、 Ｅ筋の定着と継手

・設備Ｒ管補強

・ｉ入隅部、 開口部のｉａ筋による

補強

・Ｅ筋のａとピッチ、 定着と・手

・開口部分の補強

・スリットの位置と施工状Ｓ

・・Ｒ筋の本数、 径と定着

（その他防火、避難等に関すｊ

（社）日 本Ｅ
接協会ガス
Ｅ接仕様

認定、評価

仕様

ぽ伏図

模造 詳細図

仕様書

ほ伏回

構造詳細回

へ士様書

構造詳細回

仕様書

５・要ｎ造甎

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

等について＝ｔ

・回上

・同上

・工程終了時に現場で照合

一同上

・同上

一回上

・同上

一回上

・同上

・同上

、な下にＥ載する）

連

連

連

適

適

適

適

適

連

連

建築物の各部
分の 位置 、形

状ａび大きさ

＼　　 ｌ　　＼
（ｔＥの事項について、この欄に記載する）

＼　　 ＼　　＼

構造耐力上圭
Ｓな部タ１の防
鰌、 防腐及び
防蟻措置Ｒび
状況

（さＥの事ＪＩについて、こ 乃欄に記載１ る）

特定天社に・
いる材料の種
類並びに当該
特定天Ｊｔの構
造Ｒび施工状
況

（左記の事項について、こ Ｄ欄にＲ載１ る）

居室 の内 装の

仕上げに用い
る建築材料の
種ＳＩＪ ａびｉ該
建築材料を・
いる 部分 の面

積

（ｔＲの事項につ いて 、こ 乃欄にＥ載１ る）

天井及び壁の
室内にＳする
部分に係る仕
上げの材料の
種９ｊＲび厚さ

（さ記の事項について、こ 乃欄に記載ｊ る）

開口部に設け
る建具の種類
ａび大きさ

｜　　 ｜　　＼
（さ Ｅの 事ェｉについ て、 この 欄に Ｒ載 する）

｜　　 ｜　　｜
建築設備にｍ
いる材料の種
類斐びにその
照合 した内

容、 構ｉｌＲび
施工状況（Ｅ
画貫退部の処
理状 況を含

む）

（さＥの事項について、こ 乃欄に記載ｊ る）

備　　　　考

工事監ミ体制 ：Ｓ Ｉ』 紙・ィオ

年　 ｊ１　 日変更確認第　 ｇ（基礎の変更）
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上の 注意

串請ａ築Ｓ（ａ築基準ま第７条の５ａび箇６８条の２０第２・ （建築物であるｍ皿にイｉる場台に限る。） の適Ｊ１１を■けず、 かつ、
策士ｊま第３Ｓから第３条の３までのＳ定に含まれないものを除く。な下回じ。 ）に関する当該特定工程に｛素る工事までの工事監１１の４犬況に
いてＳ載してください。ただし、ａに４｝回検をを■けたものにあつては、 この串膈を直前の ｑ］ 回検ｆｌを申請した建築圭事に対してぞｉうｌ１台に
、確Ｓから直前のゆ回検・までの工事Ｓ１１の状Ｓについて２入する必Ｓはありません。 また、それな夕１の１台で、確Ｓから直前の ｑ］回検
までの工事ｔｌｌの状Ｓについてこの書類にＳ載すべき事ｌ回を２載した書類をｉｌこ・｛４すれば、 そのＳ９について２入する１６Ｓはありま
ん。

串請建築物が複数の構造力まからなる場台には、 それぞれの構造の部９ごとにＳ載してください。
接台状況のうち、 ・材苟の・属材料の溶接又はＥ接部：９にａるｌｊ１ 部タこ■の検を、 強ままを９の確Ｓについては、 当該部９にｌｉる検ま

ａつた者 のａ ４５ ａび・格■び に自 Ｓ検・に ｌｉるサンプル数ａびその結・をｇ ｌしてく ださ い。
材料のうち、 コンクリートについては、 回・Ｅ縮・ま 、ｉａｔ物・、アルカ リｉｌｔ材ｊｉｌむ等の試験又は検を（は下「試験等」という。） をｆｉつた
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鉄骨造
（４コ『ＭＩ検を串請Ｓ規則第２６そ様ｉｔ第４・』

二 確認 を行 つた
部位 、材料の

種類等

照合 内容
Ｓ台 を行っ

た設計回書

ａ計 回書の

内容 につい

て設計者に

確ａ した事

項

照合方法

照合結果

（干 適の場

台に は建築
主に対して

行つた報告

の内 容）

敷ｔ のＳ 状、

高さ 、衛ｔａ

び安全

擁壁

擁壁 の支持

地盤

・を置の 状況 （Ｈ ＝１ ．８ ｍ）

・種 類（ ロー ム）

・地耐力 （７ｔ／㎡）

（そ の他 、集 回規 定に

Ｅ置図

構造詳細回

構造計算書

仕様書

戛するこ とは

なし、

なし

なし

この欄に別

・土 工事 の工 程終 了後 に１１場

で照合

・載荷試験の結ＩＲと仕様書等
との照合

ＩＥ 戴す る）

適

適

適

■要構造部ａ

び主Ｒ構造部
な外 の構 造耐
力上 生要な部

分に■いる材

料（ 接合 材料

を含む） の種

類、 品質 、Ｓ

状ａ び寸法

くい

（材料）

鋼材等

（鉄筋ぶ 夕ｔ）

溶接材料

高カ ボルト

アンカーボル

ト

鎖材等（鉄筋）

コンクリ ート

床材

・工 法（ 先端 根回 め工 法）

一種 類（ 只え 製ぐ い）

・規 格、 ａｘ

ＰＨ Ｃぐ いＣ 種・ Ｂ種

径６００ ～８００ ｍｍ，

長さ Ｌ＝ ２０ｍ

・支 持ｌ 砂礫

・材料、 種類、規格、 仕上げ、 呂質、

形状、寸法

ＢＣＰ３２５ 、ＳＮ４００Ｂ、 ＳＭ４９０Ａ

・Ｅ縮材 の有 効細 ・ｔ

・鋼材と溶接力まにガホした溶接

材料

・Ｓ状、 寸法、品質

ｓ１ ０Ｔ、Ｍ２０、Ｍ２２

・ボルト 子Ｌ の径

・Ｓ 状、 寸法 、品質、を

ＳＳ４００、 Ｍ２５

・ボルト 子Ｌ の径

・材 料、 種類 、規格、径

ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ３４５、Ｄへ０～Ｄ１９

・材料、 種類、規格

（普通コ ンクリートＦｃ＝ ２４ ０）

（４週Ｅ縮強度、 塩４ヒ物量、 アルカリ骨桐

試験結果についてはＳり紙参照）～施１

・材 料、 寸法 、Ｓ状

台成スラブ

（そ の他 の防 火避難関 係の 主ｌ

仕様書

構造 詳細回

基礎伏回

仕様書

措造 計算書

せ様書

構造 詳細回

各階伏回

勅縮図

断面 リスト

仕様書

構造 詳細回

製作 要領書

仕様書

構ｌｉ詳細回

構造 詳細回

仕様書

構造 詳細回

仕様書

杤造 Ｓ細回

せ様書

構造 計算書

ａ応 等の 試丿

状況報告書

仕様書

構造 詳細回

仕上表

１構 造郎 等に

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

剣こ 回す るｊ

！？参考 にして

なし

つい ても 、ほ

・工場の試験書類の確認、ｉ
入れ時の検査・び工程終了
時に ａ場 で照合

・工ａｑコにき層構ま、ま持ｌ
（砂 Ｓ）等を 確ａ

・ミ ルシ ー卜 によ る書 類審 査、

受入れ時の検査ａび工程終
了時 にＳＩ場で照合

・回上

・工場検を時に照合確Ｓ

・ミ ルシ ー卜 によ る書 類審 Ｓ、

■入れ時の検まａびエａ終
了時 にｌｌ場で照合

・同上

一回上

・同上

・Ｅ 合１一回 書一 報告 書に よる

書類 審査 ａび 現場 水中 養生

供試体による４ａＥ縮強度ほ
験結果の確ａ

き査者、 サンプル数、

午成～

・・ 入れ 時の 検査 Ｒび 工程終

了時 に現 場で確認

Ｆこの楳に記載する）

適

適

適

適

適

適

適

適

迪

適

適

適

ま・構造 部３、

び圭 要ｎ ま部
は外の構造耐

力上 主要 な部

分に■いる材

料の 接台 ４犬

Ｓ、 接合 部分

のＳ 状等

基礎

くい

一位 置、 ５状 、寸法

・Ｅ筋の 本数 、Ｒ置

・く い頭 の処理

・位 置、 Ｓ状 、寸法

・偏 むＳ 離（ 最大 ３５ ０）

基礎伏回

構造詳細回

断面リスト

構ｔ詳細回

基礎伏回

くい伏図

構造 詳細回

断面リスト

なし

なし

なし

なし

偏む の処ｇ

方法

・工 程終 了時 にｍ場で 照合

一回上

一回上

・同上

・同上

適

適

適

適

適（偏心 によ

る基礎ば り、
フーチングの

計画 変更確

認ｑョ請 ・）
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・要構造部Ｒ

びま 要構 造部

な夕１ヽ の構 造耐
力上 主要な部

ｊに Ｊ≡目い る材

料の 接合状

・、 接台 郎タ１
のＳ状等

柱と はりの

接台 部夕ｌ

はり とはり

の継手部分

柱と柱の接

合部分

柱と基礎と

の接合部分

帳壁等の外

装材 と柱は

り部 材との

接合 部分

（そ の他 のＲＣ造 部ｊｌに つｔ

・溶 接方 法（工場 溶接 、Ｃ ０２半自動

溶接など）

１．０Ｆ

・鉄 骨加 工工 場（ ・定 工場）

〔ｌｚ成 １０ 年４ ｊｉ １日 ａ定 番１１第 １１〕

・ｉ 該ェ ｇの 品質 管ｇ 、検 まの 状・

・祖 ｉｌ精ｔ、開 先の 精度 、溶接

条件等

・製 品の 寸法精度

・溶 接部 のａ質

外観検を

超音 波探 傷検査

・接 合方 法（高カ ボル ト摩 擦接 合）

・摩擦・の状Ｓ、 ボルトピッチ、
仙

縁あき

・接 台４犬・

・接 合力 ｉｉ （９１場 溶接）

１．０Ｆ

・溶 接技能者 資格

・ｍ場溶接の品質管ミ

・組ｔ職ｔ、開先 の精 度、 溶接

条件等

・溶接部４１査（第Ｅ者）

外観検査

ａ音 麌、探傷検査

・接 合ブｉ法 （ア ンカ ーボ ルト）

・接 台状Ｓ

・帳壁の 種類 と接 合力 法、 緊結 き物の

取付状況

（そ の他の防火避難関係の 主ｌ

ての 工事監

仕様書

档造 詳細回

構ま ぎ十 算書

仕様書

仕様書

ｆ士 様書

仕様書

ゼ：様書

仕様書

構造詳細回

仕様書

仕様書

仕様書

構造 詳細回

ｆ士様書

構造詳細回

仕様書

仕様書

ｆ士 様書

仕様書

構造 詳細回

仕様書

構造詳細回

構造計算書

１構造部等に

コの 状況 をこ

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

つい ても 、ほ

の欄 にＲ載す る）

・エ Ｓ検 を時 にお ける 製４ヤＲ

領書Ｒび検を書類の確認

・認定書の照合

一製 搾Ｒ領書 と工 場の 品質管

１１、溶接技能者、溶接Ｗミ技
術者 、社 ｎ検 をの 実状 の確

認

・ｉＥ会挟ま時に目視ａび計
測． 予憔．パ ス間 温度 確認

・製品検まＳに目視Ｒびａ十ｌｊ

・社 内検 査の 状況 確認

・第 Ｅ者 によ る受 入検査４に

・会 検を Ｒび報告書の 照合

確認（検査者・資格、 サンプリ
ング方法 、結 ・等 は別 紙→別

添の鉄骨工事施工４犬Ｓ報き
書・．哨録２）

・設ｌ十 図書と工作図との照合

一工 場に おけ る摩 擦・ ＭＳの

確認 Ｒびボル ト子Ｌ精 度確認

・エ ａ終 了Ｂ考に １１場で マーキ

ングの状態ａびピンテールＳ
断を 目視 で確認

・ａ計回 書の 照合

一溶 接姿 勢、 鋼材 根厚 と資格

証と のＳ合

・溶接管ミ技術者の皿、現
場溶 接・ 設備 機器 の設 置、

作業 ｙ目 え場 の設置等 の確Ｓ

一目 視Ｒ び計 測、 予熱 、パス

間温 度確 認、 湿度 対策

・第 三者 によ る受 入検査時に

■会 検を ａび報告 書の 照合

確認（検査者・資格、 サンプリ
ング方法 、結果等 は別 紙→別

■の 鉄骨 工事 施工 状Ｓ報告

書： 付録 ２）

・工程終 了時 に現場でａ計回

書と照合確認

・工 程終 了時 に現 場で 設計回
書と照合確認

Ｆこ の欄 にＥ 載す る）

連

適

連

連（一部 ルー

ト間 隔袖 ｉＥ）

追

追

通

途

連

連（ 共回 りボ

ルトをａ替

え）

連

遥

遠

適

適

適

連

建築 物の 各部

分の位置 、Ｓ

状Ｒび大 きさ

｜　　 ｜　　｜
（さ ２の 事・ につ いて ．こ の檬 にＥ 戴す る）

｜　　 ｜　　｜
構造酎力 上・

ｔな 部夕ｌの防

錆、 防腐 ａび

防蟻 措置 ａび

状況

鉄・ 造の 柱、

筋かい

・防鋪措置の 状Ｓ 仕様書 なし 一工 場・ 荷時 に確認 適

特定 天井 に用
いる ネオ料の種

類並 びに ｉ該

特定天井の構

造ａ び施 工状

況

＼　 ｜　＼
（ｔＲの亊・について、この欄にＥ毓する）

｜　 ｜　｜
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居室のｎ装の

仕上 げに用い

る建 築材 料の

種別 ａび ｉ該

建築材料 を・

いる部分の面
積

く左記の事項 こつ いて 、こ 乃欄 に記 載１ る）

天井 ａび 壁の

室内 に面する

部かに係る仕

上げ の材 料の

種別Ｒび厚さ

＼　 ｜　｜
（た 記の 事項 につ いて 、こ の欄 に記 載す る）

｜　 ｜　｜
開口 部に 設け

る建 氛の 種類

Ｘび大きさ－

＼　 ＼　｜
（ｔＥの事ｇｉｌについて、こｒ襭に２載へる）

建築Ｒ備に用
いる材料の種

類・ びに その

照合 した内

容． 構造Ｒび
施工 状Ｓ （区

画貫通部 の処

回状Ｓを含

む）

（ｔ 記の 事項 こつ いて 、こ Ｄａ にＥ 載１ る）

備　　　　考

①ェ享■ｉｌ４串ｊＪｊ紙ほやｔ

②鉄そ工事施工状況縦き書 ：５１１］ＭＩＨ

③　　　 年　 Ｊ１　 日変・確ａ第　 そ（基礎の変・）

記入 上の 注意

①串 ｌｉａｌａ（・ｌあ準ま第７条の５２１びＭ６８条の ２０１９ ２Ｊａ（ａ■ＳであるＳ・型ｉｔＳ材■ に｛京る場台にｌる。 ）のａｍを・けず、かつ、
建築ｔ法第３条から第３なの３までの規定に含まれないものを除く。ほ下ＦＩじ 。） に関する当該特定工程に係る工事までの工事ｔｌ１の状Ｓに
ついてＥ載してください。 ただし、 Ｍに中Ｍ検査を受けたものにあってば、 この串請を直前のｑコ間検をを串請した建築■事に対して行う場合に
は、 確ａ から 直前の中 間検査ま での 工事 監・ の状 ・につい てＥ入す る必要は あり ませ ん。 また 、それな外の 場合 で、 確認 から 直前 の串 間検
査ま での 工事監１１の 状・ につ いて この 書類 にＥ載す べき 事ｒＲをＥ載 した書類 をｇｊに添付すれ ば、 その 部Ｓヽに ついてＥ入す る必・は ありま
せん。

②串ほ・・物が複数のＣ■力法からなる場台には、それぞれの構きの部がごとに２載してください。
③１台状況のうち、鋼キオ等のｔ属材れの・ほ又はＥＩＳ分に５る内部クこ・のａ・、■度検耄．等の確認については、 ｉａＳかにＳる検・
を行った者の・４５ａび資格■ びに ｉ該ａをにＳるサンプル数及びその結果をＥ載してください。
④材料のうち、コンクリートについては、回・ＥＳＳま． ■４ヒ物２、 アルカリ■材ｌｉ応等のＭａ又は４棄を （な下「ほ験等」 という。 ）をｌｉった
者、 試験等に係るサンプル数及び試験等の結果について記載してください。
⑤「特定天まｔにＪｌｉいる材れのｌｌＳ・びに １１１ａ特定天社の構■ａび施工４大況」は、■・■準ま・行９第３９条Ｓ３ｌｉ、 第８１１ｔｌ ・・３そ、
Ｓ８２条の５第７そ又 は第 １３ ７条の２第１ そィ （３）の規定の適ｍを受ける部分について２載してください。
⑥「Ｓまの内なのゼ＝上げにｇｌいるＭＩ■材れの１ｌｌＳＩほびｉａｌ■材れを用いる部その・■」 は、 Ｍｌｌ・準まき？ｉ令第２ｏ条の７第ｌ ｇｌ第ｌｇ
に規定する内装の仕上げに用いる建築材料の種Ｚｌｊ ・びに当該建築材料を■いるＦ１９装の仕上げの部分ａびｉ該部夕１の面積についてＥ載し
てくださ い。

⑦「天」キａびきのまぬに面する部分にＷる仕上げ」 は、 まま・準ま・３５条の２のＳｔの■ｍを■ける部分についてＥ載してください。
⑧「開口部」は、笳火ほ備のａｆ！が義ａィ才けられている部貨、を築あ準まま２８条第 １１Ｊｌの規定の；ｉ」目 を・けるＳＳヽａび回ま・３５をの■ｍ
を受ける都みについてＥ載してください。
⑨施工回 、ェＳのａきＥ録その他照台に心・な回書を・いて加計回・と串請・・Ｓとの照台をｌｉった・き、「・台内さ」にＥ・した内奏に
応じ、「照合方法」にその；ちまをきてＥ載して下さい。
⑩「Ｓ台Ｍ■」は、「ａ」 ・「ぞ・」のいずれかを２入し、工事施工者ｈ。意に従わなかった１台には「ぞ・」をＥ入してください。 また、ぞ■の
ｔＳ合には建築圭にがしてｌｉった報告のＦ大ｌ容をＥ載してください。
⑥こ こに 書き表せ ない 亊まで４に報きす べき 事ｇｌは 、吸気欄 又は ■Ｍ にＥ載して添 えて ください。
⑩こ のま類にＲ・すべ き事 Ｊｉｌを きむ報き ・を ＺＩ』に ■４すすれば 、こ の・Ｓを Ｓり きｌｌｉ する ６Ｗ はあ りま せん。
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木造

－

（中 間検を串禁書規則第２６９４まま４１１）

二 確認を行つた
部位、材料の
種類等

照合内容
照合 を行っ

た設計回書

ａ計回書の
内容につい
て設計者に
確Ｓした事
項

照合方法

照合方法
；ｌぴぞ適
の場合に
建築まに
行つた報告
の内容

敷ｔのＳ状、
高さ、術をぷ
び安全

支持地盤 ・種類（粘性土）

・地耐力 （５ｔ／ 「７ｉ）

（その他、集回規定に

特Ｅｔｔ様書

断面図

構造詳細回

ＭＩすることは

なし

この欄にＳり

・ハンドオーガーにて確認

１記載する）

適

主Ｓ構造部ａ
ぴま・構造部
な外の構造耐
力上圭Ｒな部
分にｍいる材
料（接合材料
を含む） の種
類、 品質、５
４大八び寸法

基礎

床下換気子Ｌ

軸粗

筋かいＥ置

屋根ふき材

外壁材

・種類（布基礎）

・寸法、 Ｓ状

・材料

コン クリ ート （Ｆｃ＝ １８ Ｎ）

鉄筋 （ＳＤ２ ９５Ａ）

（４ １１Ｅ縮強度 ．塩 イヒＳｔ 、アルカ リ９ ホオ

Ｍ験結果についてはＳＩ』 紙参Ｓ） ～施二Ｅ

一位置、 寸法、Ｓ状

・材質、 寸法、Ｓ状

一位置、 寸法、Ｓ状

・材質、 寸法、Ｓ状

・材質、 寸法、Ｓ状

（そのｆｔ！！のまま構ま部

特Ｅｔｔ様書

基礎伏回

構造詳細図

ａ応等の試ｌ

状況 報告書

基礎伏図

４通仕様書

構ま詳細回

各階伏回

軸組図

外部仕上表

断面図

外部仕上表

断面図

Ｗについてｔ

なし

ｌに関する．４

Ｅ参考にして

なし

なし

なし

なし

なし

、ほ 下こ のｌ

・ＳＩ場にてｎ造回と照台

一回上

・Ｅ合計回書にて確認

・発注伝票にて確認

ミ査者． サンプル数、

タ成～

・ｍｊｌにてＲＳ４犬Ｓをａ認

・材質は木材のＪＡＳマークを

確認

・現場にて楞造回と照合

・同上

・同上

に２載する）

適

適

適

適

適

連

連

適

適

主要構造部ａ
び圭・構造部
な外の構造耐
力上 主要 な部

分に■いる材
料の接合状
豕、接合部分
のＳ 状等

アンカーボル

ト

筋かい接合部

ａ

桂一土台接台

部

柱・はり接合

部

管桂接合部

たるき接合部

・材質、 寸法、Ｓ状

・材質、 寸法、Ｓ状

・材 質、 才法 、Ｓ状

・材 質、 寸法 、Ｓ状

・材質、 寸法、形状

・材質． 寸法、Ｓ状

（そのｔのまＸ梏１部

共通仕様書

基礎伏図

共通仕様書

構造詳細回

軸組図

４通ゼ：様書

構造詳細回

共通 仕様書

構造詳細回

軸組図

ｊＥｉｉ仕様書

軸組図

ＪＵＩ仕様書

構造詳細図

Ｗについても

なし

なし

なし

なし

なし

なし

、な下このＳ

・ａ場にてＥ筋状Ｒを確Ｓ、

一台物の ＩＩ又イサ状Ｓを確ａ

・ホールダウン金物の確認

・金物の取付状Ｓを確認

・ホールダウン金物の確認

・金物のＳ付状Ｓを確ａ

にＥ數する）

通

過

追

追

適

適

建築物の各部
５１の位置、 Ｊり
状ａび大きさ

｜　　 ｜　　｜
（ＭＩ築物のき部夕１Ｒびを体の位置、 ５状等について、 この欄にＥ載する）

＼　　 １　　＼
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構造・力上■
Ｓな部分の防
鯖、 防腐Ｒび
防蟻措きａび
状Ｓ

柱・ 筋かい

壁、 土台

・防腐措置の状況

・防水紐の状Ｒ

共通 仕様書

断面図

共・仕様書

なし

なし

・工事終 了時に現場にて確Ｓ

・工事終 了時に現場にて確認

追

追

特定天井に用
いる材料の種
類・びにｉ該
特定天井の構
造Ｒび施工状
況

（さＥの事ェｌｉ こついて、こ 乃櫚に記載１ る）

居室 の内 装の

仕上げに用い
る建築本ｔ料の
種ｊ３１Ｊａび当ほ
ＭＩ築４オれを■
いる 部分 の面

積

（ｔＲの事■ こついて、こ 乃ａにＲ載１ る）

天井Ｒび壁の
室内 に面する
部分 に係 る仕

上げの材料の
種・ａびＪ享さ

（左記の事項について、こ 乃欄に記載１ る）

開口部に設け
る建具の種類
ａび大きさ

＼　　 ＼　　｜
（さ Ｅの 事■ につ いて 、こ の欄 にＲ載す る）

＼　　 ｜　　｜
建築ａ備に■
いる材料の種
類並びにその
照合したｉね
容、 構造・び
施工状・（【Ｚ
回貫通部の処
ｌｌ状況を含
む）

（左記の事項 こついて、こ り欄にＥ載１ る）

備　　　　考

Ｅ入上の注意

①串請ままＳ （ＭＩ■あ準ま第７条の５Ｒび１６８９の２０１２１（ままＳであるＳ・１２ｔ部キォＷに４京る場合にほる。 ）の・・をｉけず、かつ、
建Ｓｌｔ まま ３Ｓから ま３ 条の ３ま での 規定 にきまれない ものを除 く。 な下 回じ 。） に関する 当該特定工程 にィｉる 工事までの工事ｔミの 状ぶに
つい てＲ載してく ださ い。 ただ し、 ほに 中回 ４１査を ｉけたも のに あつては 、こ の串 請を直前 の中 間検査を 粹請 した建築ま事 にＭ して ぞｉ－う 場台
には、確ａか ら直前のｊ中 間検をまでの工事監理の状ＳについてＥ入する心Ｚはありません。 また 、それな夕１ヽのＳ台で、 ａａから直前の中
回検をまでのェ奉Ｒ・の４犬・についてこの・Ｓに記載すべき事・をＥ■したＳ類をＳりに添やｔすれば、 その部夕１についてＥ入する必Ｒはあ
りま せん。

②串 請建築物が複数の構・力ま から なる１台 には 、それぞれの構ま の部 ；９ ごと にＥ載してくださ い。
③ａ台状況のうち、・キォ・のｔ鶚匹のｉさｔｌ又はＥは都万に｛索る内部クこＳの検を、強ま検をＷの確ａについては、当は部Ｓヽに・る検を
をぞｉつた者のＲＩＲび資格並びに当該検査に｛１るサンプル数ａびその結果をＥ数してください。
④キォ料のうち、 コンクリートについては、 回・Ｅ縦まま、塩イヒＳ■、アルカリｉ木ｔｌｉ応等のＭＳ又は検を（ぶ下「Ｍ験・」という。） をぞｉつた
者、 ほ験 等に Ｗる サンプル数Ｒ びは験等 の結 ＪＩ につ いてＥ載 して くだ さい。
⑤「特定叉４に・いる木ｔれのＳ【類並びにｉａ特吏天まｔの構■Ｒびまェ４犬Ｓ」 は、 ｔ築あ準ま施４ｉ令■３９Ｓ第３ｉｌ、 Ｓ８１Ｓ第１ 工回・３ｇ、
第８２条 の５第７そ又 は第 １３７条 の２ 第ｌ ｇイ （３）の規定の適 ｇｌ を受ける都そについてＥ載してください。
⑥「」回まの内装の仕上げに」目いる■・材翦のａＳｌＪ Ｒび当まま築材６をＪｉｌ いる都で９のｉｉ積」 は、 ＭＩｉｔ準また行令第２０Ｓの７第１皿へ
そに規定する 内装の仕上げにＪ≡目 いる建隻材料の種Ｓｊ ・びに当 該建築材翦を■いる内装のせ上 げの都Ｓヽ；ａび ｇｌ ＳＳｊの回呶についてＥ
載してくださ い。
⑦「天井まび・のまＭこＳする都ＳヽにＳるぜ上げ」 は、 ＭＩ築ａ準ま第３５条の２の規定のｌｉ ｇｌを・ける都ＳヽについてＥ載してください。
⑧「回口 部」 は． 防火ａ備のａきが義務焼けられている都」、 ｔＱあ準まＳ２８条第ＩＪＩの規定のａＪｉｌをｉける都Ｓヽａび同ま第３５４の・
１１ を受 ける部分について記載 してください。
⑨■ェ回、ェ・の検ｌｍ渦、そのｔ照台に心・な回ＳをＪｌｌ いてａ計回■と申請ａ・物との照台をごった場台、「照台内き」に２■したｐ９きに
にじ 、「照合方法」にその方法を全てＥ載して下さい。
⑩「照台Ｓ・」は、「■」 ・「 ］Ｆ■」のいずれかをＥ入し、 工事施工きがま意にａＥわなかつた場台には「＝Ｆ■」をＥ入してください。また、 ］Ｆ■の
場合 には建築主に 対して行 つた報告 の内 容を 回数 して くだ さい。
⑥ここにきき表せない事Ｊｉで９に報きすべき事ｇは 、備 ＝きａ又はＳＩ」 紙にＥＳしてほえてく ださい。
⑥この■ 類にＲｇすべ き事 ＪＪｉをきむ報き・を Ｓり にｊ イ才すれ ば、 この 簒類を・ まｔｌ■ する必Ｓ はあ りま せん。
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串間検査チェックシート（意匠・設備／ＲＣ造・Ｓ造・木造共通）

建築Ｓ所 （住Ｓ表 示）

建築 物の ４５Ｒ

確認年ＪＥ１ 日・番１１
直近 の計 画変１

年ｊＥ１ 日一 番号

串請 者ａも

工事 ｔｌｌ者 ｆＷ属ａｌ 係員ａ名

工事施工者肖ｉ属 た４５ 係員ａｌ

検ま 項目 検査 内容

施工者 監９者 検を 員Ｅ 入欄

検査日
付

検査方

法

※

検査方

法
※

結果 是ｉＥ

一次 二次
ｊ１日

良否 良否

１：　　　　般
１．工事Ｅ回場における確認の表示の確認 Ａ Ａ

２．設計回書等の備えィ才け Ａ Ａ

接道と建築物のＥ置

１． 串請敷ｔの確ａ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

２．敷ｔ境票！の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

３．方位の確認 Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ

４．道路と接道まさ等の確認 Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ

５．建築物のＲ置の確Ｅ Ａ・Ｂ ・Ａ ・Ｂ

６．土地の５状と高低差等の確認 Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ

７．窓． 扉等の突ｉのおそれの確ａ Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ

建

物

各

・部

１．階段
１．ａ・ ；ａ びａ回数の確Ｓ Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ

２．階ａの５状；ａび構造の確Ｓ ・Ａ ・Ｂ Ａ・Ｂ

２．柱、 壁、 床、屋

根

１．位置ＲびＳ状の確認 Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ

２．開口部のＱ置等の確ほ Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ

３．１火構まＷの確Ｓ Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ

４．屋根のＳ状等の確認 Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ

３．廊下 １．幅ａの５状の確ａ Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ

建

．築
設

備

１．避雷設備 １．避雷設備の接地極の確認 Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ

２．排水設備 １．排水管の 戔．結社・の確Ｓ Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ

３．浄４ヒ棔 １． 浄ィ ヒ栢 の位置等の確認 Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ

ぞ具台のＭ置ａび検を

結果、工事を般の考察

Ｘ検査方法　　 Ａ： 目視検戞．（ェ奉ョ腿場での目視によるまを）
Ｂ：計珮検を『工事Ｓ！場での簡単な計ｊＲＩ』機器をＪｉｌ いた検を）
ｃ：報告（工事・９きの１台は施工者による報告、検・員の場合は工事ｔミ者による報告）
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中間検をチェックシード（鉄筋コンクリート造）

検査 項目 検を ｉヌｌ容

施工者 監理者 検をａＥ入欄

検査日付
検査方法

※

検査方法
※

結果 是ｉＥ

一次 二次
９日

良否 良否

①
全

体

共通

令３章８節 ａ） 柱、 ・、 壁、 スラブの ｛１・の確Ｓ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令７９ ｂ） かぶり厚さの確保 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

法３７ ｃ） 鉄筋の材質りＩＳ規格）の確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

法３７ ｄ） コンクリ ートの材質（ＪＩＳ規格） の確認 Ｃ Ｃ

②
地

盤
●

基

礎

ｉ

支持 地盤
令３８
令９３

ａ） ま持ｔ盤の位き、 種類、ｔｉｌ 力等の確・ Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・Ｃ

基礎・杭の
種類、Ｒ筋

令３８
令７３

令７ ７の２

令７８

ｂ） ａａのＲ類、 杭の工ま 、・ さ、 径、 位ｔ！、 杭頭の処
ａ、 偏心による補強等の確認
ｃ） ベース－ヤ缶、主筋の ｇ、 本数 ｊｔＷ、 定箋゙ 鵬の確Ｓ

丱

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

地中梁
令３８
令７３
令７８

ｄ） １ｉ 中梁のｌｉ・ す法 、主筋径、本数、 位置 、定着方
法、 継手 （位置、 長さ ）、 あばら筋の位置、 径、 間珮、、Ｓ
状、 偏む によ る補強等 の確 認（ 参考 ：Ｅ筋指 針「 基礎」
等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

③
柱

一般階主筋

令フフ
ａ） 柱寸法、 圭筋の径 、本数、 Ｅ置 （方 『白］） 、偏むによる
袙強等の確認 （参考： Ｅ筋指針 「基礎■ 」等）　　　ヽ

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令７７

／

ｂ） ２ほ筋の 位置 （Ｍ Ｓ） の確Ｗ、参考 ：Ｊ ＡＳ Ｓ５ 「鉄Ｓ
間隔・あきの最小才法」等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

最上階圭筋 令７３

ｃ） 柱ｎ鉄筋の止まり 高さ 、圭筋の ｉ隅のフックの確
認、 最上階の・筋の梁にがする定着確認（参考：Ｅ筋
指針 「柱頭（最上 階） のＥ筋」 等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

最下階まＳ 令７３
ｄ） ・下・の主Ｓのあ礎にＭする定着確認（参考 ：Ｅ
筋指針「柱脚 （最下階）のＥ筋」等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

定着・継手

令７３
ｅ） 圭筋 の継手位ｘａ びＲ さの 確Ｅ （参 考： ＪＡＳＳ ５「柱
筋の継手 の｛きｔｌＲび定着」 等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ

令７３
ｆ） ふか しの 大き さに よるＲＳ補強確認 （参 考： ＥＳ指
針「 桂一 ■の 打ｉ しコ ンク リー トねＳ筋 」等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

帯筋

令フフ
ｇ） 笥、筋き、ＭＳ、 本数（■帯筋族） ｊ、ぴ形状の確ほ
（参考： Ｅ筋指針「帯 筋、 副帯筋の一般Ｓ状」等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

ｈ） ・筋 絞り 部、 折曲 げ部 の帯筋補強の確認 （参 考：Ｅ
筋指針「柱筋の絞り位置と絞り 方」等）

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令７７
ｉ） ４士 口都 ｊの 奈筋 のＲ扈嵬認（参考 ：配筋ｍ 針「 帯筋
のＥ筋Ｍ・について」等）

Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令フフ
ｊ） 第１ 帯筋と柱回の肖束帯筋の位Ｘ確認（参考：Ｅ
筋指針「帯筋のＲ筋間隔につい て」 等）

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令７３
ｋ） 帯筋 のフ ック 又は溶接のＢ 状、 結束の確Ｅ（ 参考：
Ｒ筋指針 「帯筋の一般Ｓ状」等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

④
ｌ

粱ま筋

令７８ ａ） 梁ほＳサ 法． 梁主 筋の 径、 本数 Ｒび位置 の確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・ヒ

Ｓ

令７８

ｂ） 串ｉ り筋 の『ＭＩ Ｓの 確９ 、長さ確ほ（参考 ：ＪＡＳ Ｓ５
「鉄筋回 隔・ あき の最小才 まＪ ＲびＥ筋 指針 「■ 端部・
ｑコ 央部のＥ筋」等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

定着・継手
令７３
令７８

ｃ） 梁筋の定着長さ． 位置確認 （参考： ＪＡＳＳ ５「 梁筋の
定着」、 ＲＣ規準「せ口への吏を」 ・）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

２１



④
梁

１

■着・・手

令７３
令７８

ｄ） 重ね継手の位置と長さの確認（参考 ：ＪＡＳＳ５「梁筋
の継手の位置」、 「鉄筋の重ね継手の長さ」等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令７３
令７８

ｅ） 梁筋ｉ隅部の鉄筋端部のフック寵認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

ふか し一 貫通孔

補強
令３章８節

ｆ） ふかしの補強方法が適切か、貫ａＲの位ｔ！Ｒび補
ほの確ａ（Ｓ定品の使ｉ確認） （参考： Ｓ筋指お「柱・
梁の打増しコンクリート補強筋」、 「梁の貫通Ｒ補強」
等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

あばら筋

令７８ ｇ） あばらＥのｌｌ、 本・ （ｉｌ』 あばら筋Ｊｔ ）とピッチ確Ｓ Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令７３
ｈ） あば ら筋 のフ ック５状 、結束の 確２ （参 考： Ｅ筋指
針「あばら筋のＳ状」等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

片持ち梁
令７３
令７８

之

ｉ） 片持ち・圭１きの定着、あ ぱら筋Ｑｉｌａ（参４ ：Ｅ
筋指針「片持ち■のＥ筋」 等）

Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ

小梁 令７３
ｊ） 小梁Ｅ筋 のＱきと 定着確ａ （参 考： ＥＳ 指針 「小Ｓ
端部・中央部のＥ筋」、「定着」等）

Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ

⑤
ス

－

フ

ブ

スラブ筋

令７７の２
ａ） スラブ鶚．さの・持条４牛 、寸法、 鉄筋のピッチと径の
確認

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令７７の２
ｂ） ・筋Ｅｆ！（縦２ ・ａｍとベン ドＥ筋） の確認（参考：
Ｅ筋指針 「床スラブ」 等）

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

定着・重ね継手

令７３
令７７の２

ｃ） 定着の長さどぢま （■ 定着 、隣・スラブ定鼈、覧を
スラブ定着）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令７３
令７７の２

ｄ） Ｊ＝ｔ持ちスラブの定着と上端筋Ｑａ確保（央端・有
Ｓ） （参考： 配筋指針 「｝ヤ持ちスラブ」等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令７３
令７７の２

ｅ） 継手のイｌａと長 さ（参４ ：Ｅ筋指針「まスラブ継手
位置」等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

補強筋等

ｆ） 床スラブの■入隅部の補強（参考： ＥＳ指針「床ス
ラブにＭ するその他の事ｌｉ」 等）

Ａ・ Ｂ・ Ｃ・ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令３ 章８節 ｇ） 開口 部補強Ｅ筋確認（参考 ：ＲＣ規準等） Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

ｈ） 階Ｒ部Ｅ筋と補強筋確認（参考 ：Ｅ筋指針「階段」
等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

ｉ） 設備Ｅ管による補強は考慮されているか。 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

⑥
壁

壁筋 令７８の２
ａ） 壁厚、鉄筋の 径、 ピッチ、 位置 （土Ｅ壁ま筋 一階段受
け筋）の縦・

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

定着・ｌｌね継手

令７３
令７ ８の２

ｂ） 定き確ａ （・、柱、スラブ、壁定着）（参考 ：ＪＡＳＳ５
ＲびＥ筋指針「壁筋の定着」等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令７３
令７ ８の２

Ｃ） ・ねき手の位置とＲさの確・（参考 ：ＪＡＳ Ｓ５ａび
Ｅ筋指針「壁筋の継手の位置」等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

補強筋等

令７８の２
ｄ〉 開口部補強ｉａ筋確・ （参考： Ｒ筋指針「壁開口補
強」等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令３章８節
ｅ） スリット （完全、 部分）の位置、Ｓ状・びＲ筋確認
（参考： 構造規定「スリットのＥ置Ｒび詳細」等）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

⑦
そ

の

他

設備 Ｅ管等 ａ） 設備Ｅ管（ＣＤ管等） のＲ置確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

ガスＥ接継手

令７３
告１ ４６３

ｂ〉 Ｅ接部の５さａび膨らみの直き、Ｅ接Ｓのずれ、
鉄筋４コ心軸の偏心量の確認

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令７３
ｃ） Ｅ接部の検ま （ｇ ｌｇｌｉ試験、・音波■傷検を等）の
検ま・所 、検査率 、台格率等の確ａ （参考： ＪＡＳＳ５
「ガスＥ接継手」等）

Ｃ Ｃ

２２



⑦
そ

の

他

特殊鉄筋継手

ｄ） 認定、評定工法の仕様ＲびＳ手性能の確ａ Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

告１ ４６３
ｅ） 認定、評定品な夕１ヽの場台のモルタル、グラウト材又
はトルク確認

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

・枠並びにほ存
打設部分状Ｓ確

認

令３７

令７９

０・ 枠ａ び支社のめイ才け 、・揚状況確認（ 参考 ：・
ＪＡＳＳ ５「・枠の検ま」 等）

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令３７

令７９
ｇ） ジヤンカＭヨ１、 ■枠等木八撤ま補修確認（参考 ：ＪＡ
ＳＳ５「；Ｆ具合とその修ＪＩ方法の例」等）

Ａ● Ｃ・ Ａ・Ｃ

令３章８節 ｈ） 基礎 、柱 、■ 、床板、 壁の躯休寸まの確認　・ Ｂ・Ｃ Ｂ・Ｃ

令７６ ｉ） 型枠支柱存置期間の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令７５
令７６

ｊ） コンクリート打設後の素生（参考： ＪＡＳＳ５「養ま」
等）

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令７２
令７４

ｋ） コンクリートの調合ＲびＥ縮強度の確認 く参
考：ＪＡｓｓ ５（ａ合 」等）

Ｃ Ｃ

⑧
不具合の処置Ｒ
び検査結果の考

察

⑨ 添付図書
ロコンクリートエ事施工ぎ十画報き・きしく はコンクリートＥきむ回書 ロコンクリー卜工事・工ｇ・報告書 口鉄筋ミルシー
卜口鉄筋Ｅ接抜１１又 り５ １１ＫＭ験結■□杭工事施工ｇ・報き書 □その他心Ｓと認める書・

２３

層、検を力ま　 Ａ・．瓱視Ｓ・（ ：Ｉ二事ａ■での 目１１ＳＳ）
日： 計ｌｌ検ｔ、工事！ｌｉでの簡単なＳｔｌｌｌｌｌ器をｍいた検査）
ｃ： 報き （工事監ＳＩ者の１台は施工者による報告、 検・ａの１台 は工事Ｓ１１者による報告）



串『ＵＩ検査チェックシー ト（鉄骨造）

検を ＪＩ目 検査 内容

施工者 監！１１者 検をａＥ入欄

検査日付
検査方法

※１

検査方法
※１

結果 是ｉＥ

一次 二次
ＪＥ１日

良否 良否

他
工

程
部
分

・礎工事 二 「３．３．４ 鉄筋コンクリート造中 『ｇｌ検査チェックシート」に
よる 犬犬犬＼＼＼

ＲＣ工事 二 「３．３．４ 鉄筋コンクリート造４コ間検査チェックシート」に
よる 犬犬犬＼＼＼

Ｉ

報
告
書

審
査
に

よ

る

確

認
事

項

１．加工工・のｉｌ定 建築物の規模等の条件に見合った類ＳＩ』である こと Ｃ Ｃ

２．材料の品質確認 法３７
鋼ホオ、 高カボル トセ ット 、・ １１ ホオれの 規格 一品 １１ｉ等 の確
認

Ｃ Ｃ

３．組立精度の確認 令６７
開先 角ま 、ルート ■、 ルー トギャッ プ、 くいまい等の精
度

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ｃ

４．製品検査１（部材
の寸法精度測定）

鄒ネオの 寸ま精■ （参考： ＪＡＳＳ ６、 鉄ｌ 精度 ＩＲＩ』 定指 お） Ａ・ Ｂ・Ｃ Ｃ

５．高カポル ト接合部
の処ミ１

令６７
高カ ボル ト接台部の摩擦接台・ のＭ ＩＩ 、ボ ルト 子Ｌの
径・ ピッチ等

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ｃ

６．製品検査２（溶接
ｔ１台部のａ質Ｘ
２）

令６７
外観検を ２１ び超音波探傷検を結果 （参 考： ＪＡＳＳ ６、鉄
骨精度■定指針、 ＵＴ規準 Ｍ）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ｃ

ｎ

現
場
検
査

事
項

①
全

休

１．力口工工場の
類ＳＩ』

を示板による加エエＳの類ＳＩ』グ レード確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

２．部材のＥ置 令３章８節
柱、 梁、 プレース、床板等のＥｔ！ （確認・付回書との
照合）

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

３．部材の寸
法・ ｔ状

令３章８節
柱、 ■、 プレース、ぽ板等の寸ま・ ５状 （確認添イサ 回書
との照合）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ

４．建方精度 架講の建方精度（参考 ：ＪＡＳＳ６ 、鉄ｉＭま・吏ｍＭ） Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ

②
溶
接
接
合
部

１．工場溶接部
分の外観・形

状

令９２
令９６

ａ） 溶接継目 の種類（突合せ溶接一 回肉溶接） Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ

令６７ ｂ） 溶接維目 のくい違い Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令６７ ｃ） アンダーカッ ト、 へこみ等のａｉｌ欠損 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令６７ ｄ） われ Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ

ｅ） そのきの溶接Ｓの 夕｜ヽ観 ・Ｓ 状（参考 ：ＪＡＳＳ６鉄骨精
度１１ｊ 定指針）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

２．ｍ場溶接部
分の組き精
度の確認奈

４

開先 角度 、ルート ・、 ルー トギャッ プ、 くいまい鶚の精
度

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

３．現場溶接部
分の製品検
査※４

タ｜ヽ観検をａび超音波探傷検を結果（参考 ：ＪＡＳＳ６ 、鉄
骨精度・定指針、 ＵＴ規準 Ｘ５）

Ａ・Ｂ・Ｃ Ｃ

４．現場溶接部
分の外観・５

状Ｘ４

令３章８節 ａ） １１１溶接部の部｛ｌ Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令９２
令９６

ｂ） 溶接継目 の種類（突合せ溶接一 隅肉溶接） Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ

令６７ ｃ） 溶接継目 のくい違い Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令６７ ｄ） アンダーカッ ト等の断・欠損 Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令６７ ｅ） われ Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

２４



ｎ

現
場

検
査

事
項

ｆ） その他の 溶接部の タ｜ヽ観 ・５ 状（参考 ：ＪＡＳ Ｓ６ 、鉄１
精度Ｓｔ指１十）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ

③
高
力

ボ

ル

ト

接
合

部

※

３

１． トルシア形

ボルト

令９２の２
ａ） ・場受入検を、トルク係数値確認・導入ｇｌ力確認試
験）

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ

令９ ２の２ ｂ）ボルトの径、 本数、スプライス数、 ピッチ・縦あき Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令９２の２
・） 締Ｍ状態の確認（ｍすき・ ピンテール破 Ｓ・ マーキン
グの状態）

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

２． ＪＩＳＳ六角
ボルト

令９２の２
ａ） 締ィ才ａ蕃の・９、ａｌｉ入検査（導入京力確認試
験）

Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令９２の２ ｂ） ボル トの 径、 本Ｒ 、ス プラ イス 数、 ピッ チ・ 縁あき Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令９２の２
ｃ） 締４才状態の確認 （ｍすき の有 無・ マーキン グの状
態）

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

④プレース接台あ 令３章８節 プレース接台ＳのＳＸ・板ほ・ＭＩ・補鋼材等 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・Ｃ

⑤柱ＳＩき台部

令６６ ａ）柱脚 接合 工法 の確 認（ 認定工ま→　　　　　　） Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令６６
ｂ） アンカーボルトの保持・ｔ込方ま、 ベースプレートの
材質 ・ＪＩＳ状・板厚

Ａ・ Ｂ・Ｃ －Ａ・Ｂ・Ｃ

令６６
ｃ） アンカーボル トの材質 ・径 一本 数；ｌびＥＺ とナ ットの
高さ

Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・Ｃ

令６６ ｄ） アンカーボル トの締Ｍ状態 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令６６ ｅ） スタッドボル トの 径・ 本数 ・ＥＸ Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ

⑥床スラブ接台部

令３章８節 ａ） 床構造の Ｓｉｔ（ 台成スラブ・　　　　 ・　　　　） Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令３章８節
ｂ）ジャーコネクター（回付スタツド） の施工状況・検査
結果

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

⑦喝ａ等の１台部 緊結台物のＩＩ又付状Ｓ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

ｍ；ＦＸ台のＷ艷、検査結
１１ａび工事を般の考察

ＩＶ添付図書
□鉄ｌエ串まエ社Ｓ報告書 口製作Ｘ領書 口調木ｔミルシー卜口溶接部社内検査結果報告書 □■接部 ｉ入検・Ｍ果
報告書（第Ｅ者検査） □鉄骨精菰ゑｌ】 定縦ｉＪＲ□そのｔ必Ｒと認める書類

※１ 検査方法

Ａ： 目視検査 （工事ｇｌ場での 目視 検査）

Ｂ： Ｓｔ ｌｌｌ検・（ 工事Ｓ場 での 簡単 なＳｔ■ 樶Ｓ をｊ目い たａ ・）

ｃ： 報告 （エ串ＳＳ者 のｉａ台 は施工者による報告、 検Ｅｉａ の場合はエ串 Ｓ！ｌ＝ｌｌ による報告）
Ｓ２ 工場で溶接された部分

ｇ３　１１１該工事で構造ｉ４力 上主Ｓな部分の接合に用いる高 カポルト等を選択して２入する。
※４　ｌｌＳ■接がある場合のみＲ入

京５　ＵＴあ準 ：日 本建築学会「鋼構造建築溶 ＩＳ部の Ｓ音 １ま探傷ａを 規準」

２５



串間検査チェックシート（木造）

検を 項目 検を ｉメ９容

施工者 監１１看 検査 員記 入欄

検査 日付
検査方法

注

検査方法
注

結果 是ｉＥ

一次 二次
Ｊ１日

良否 良ｌｉ

①・体
令３章８節 ａ） 柱、 はり、壁、床の位置の確認 Ａ Ａ

令３章８節 ｂ） 木材の品質（節・腐れ）の確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

②あ礎・ ｔｉ

令３８ ａ）種類（布・ベタ・その他）の確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・Ｃ

令３８ ｂ）５状一才法の確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・Ｃ

令２２ ｃ） 床下換気口（又はこれに代わるもの）の確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令３８ ｄ） 基礎のひび割れの確認（ｔ盤の ；ｉて回沈下） Ａ Ａ

③土台

令４２ ａ） Ｓ状・寸法の確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令４１ ｂ）材質の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令４７ ｃ） 接台部の確ａ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

④大打ち材

ａ） Ｓ状 ・寸 法の 確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令４１ ｂ） 材質 の確認
ご

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令４６ ｃ） 隅角部設置の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

⑤アンカーボルト

ａ）５状・寸法の確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

ｂ）材・の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

ｃ） アンカーボルトのＥ置・緊結の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

⑥桂

令４３ ａ） Ｓ状 一寸 法の 確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令４１ ｂ）材質 の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令４３ ｃ）欠ｉ１み部の補強の確Ｓ Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

ヽ

令４７ ｄ） 接合部の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

⑦湊架４

ａ） Ｓ４犬一 才法の確２ Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令４１ ｂ）材質の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令４７ Ｇ）接台部の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令４４ ｄ）構造耐力上支障のあるクこ；１みの確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

⑧Ｓかい４

令４５ ａ） Ｓ状・寸まの確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令４１ ｂ）材質の確認 Ａ・ Ｃ　・ Ａ・Ｃ

令４５ ｃ） タこ１！み部の補強の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令４７ ｄ） 接台部の確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令４６ ｅ） 耐力壁Ｅ置の確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

⑨縦組

令４６ ａ） Ｓ状一寸法の確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令４１ ｂ） 材質 の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

ｃ） 床板又は床下地の確２ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令２２ ｄ） 床高さ（又は床下防Ｓ）の確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令４９ ｅ） 防腐 措置 の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令４９ ｆ） 防蠖措置の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

⑩小屋組

ａ） Ｒ状・寸法の確認 Ａ・ Ｂ・Ｃ Ａ・ Ｂ・Ｃ

令４１ ｂ） 材質 の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令４６ ｃ）必要な振止めの設置状況の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

令４７ ｄ） たるき接合部の確認 Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

⑥干ａ台のＭｆｌ ；ぢま

注検査方ｌｉｉ　　 Ａ： 目視検査（工事現場での目視検査）
Ｂ： 計湊ｌｌ検査（工事ｌｌ堀での簡単な計■機器を用いた検き）
Ｃ： 報告（工事ｔｌ１者の場台は施工者による報告、 検査員の場合は工事監ミ者による報告）

２６



第二十六号様式（第回条の八、 第回条の十一の二関係）（Ａ４）

中間検査 申請書

（第一聡）

建築基準法第 ７条の３ 第１ 項又は第 ７条の４ 第１ 項（これ らの規定を回法第８７条の ４又は第
８８条第 １項において準ＪＩする場合を含む。） の規定に より 、検をを 申請 しま す。 この 申獵書八
び添付回書にＥ載の事項は、事実に相違あり ません。

加薬圭事又は指定確認検を機関

申請者た名

様

第回面に記載の事項は、事実に相違あり ません。

・　 工事監を者丿又ち

【検をを 申請する ま築物等】
□ま築物
口建築設備（昇降機ａ外）
□工作物 （法第８８条第１ 項）

□建築設備（昇降機）
□工作物 （昇降機）

年　　 ＪＩ 日

※手数料欄

※受付欄 ※検をの特例欄 ※検査欄 奈決裁欄 ※中間検査合格証欄

年　 １　日 年　 １　日

第　　　　　　号 第　　　　　　号

係員氏名 係員丿旡名

２７



ｔ築圭、 設置者又 は築造主等の概要

【１ ．建築圭、ほ置さ又は策１１主】

【イ ．Ｒあの フリ ガナ】
【ロ ．Ｒ；ネ】
【ハ ．郵便番そ】

【ニ ．住所】
【ホ ．Ｓａ番そ】

【２；代を者】

【イ ．資格】　　　　　（
【ロ ．ＪＥ天；ネ】
【ノ ヽ． 建策士事務所佑】（

【ニ ．郵便番そ】
【ホ ．所在ｔ】
【へ．ミ話番 そ】

【３．加計者】

（代表と なるａ評者）

【イ ．資格】　　　　　（

【ロ ．八あ】

【ノ ヽ． Ｗ呶士事務所佑】（

【ニ ，郵便番そ】

【ホ ．所在ｊｔ！１】

【へ．ｔ話番そ】

【ト ．作成し たａ牡回 書】

（そ の他のＲ評者）

【イ ．資格】　　　　　（

【ロ ．Ｒ４５】

【ハ ．せ築士事務所鳬】（

【ニ．郵便番苟】

【ホ ．所在ｔ】

【へ．鴦凝ｘ番そ】

【ト ．作成し たａ計回 書】

【イ ．資を】　　　　　（

【ロ ．ｊｉ名】

【ノ ヽ． ＭＩ築上事務湊名 】（

【ニ ，郵便番そ】

【ホ ．所在地】

【へ．電話番号】

【ト ．作成した設計回書】

【イ ．資格】　　　　　（

【ロ ぷ名】

【へ せ築上事務所名】（

【ニ ．郵便番号】

【ホ ．所在地】

【へ．電ほ番そ】

【ト ．作成したａ牡回書】

（第二Ｅｉ）

）建築士　　　（

）せ策士本務所（

）建築士　　　（

）ｔ築上事務所（

）建築士　　　（

）Ｓ策士事務所（

）せ築上　　　（

）建築士事務所（

）建築士　　　（

）建策士事務所（

２８

）を録第

）知事登録第

）を録第

）祕事を録第

）登録第

）知事を録第

）を録第

）知事を録第

）を録第

）知事登録第

号
　
号

号
　
　
や

号
　
　
そ

号
　
　
号

そ
　
　
号



【４．工事ｔｔ者】

（代表と なる 工事ａｊｌ者）

【イ ．資１き】　　　　　（

【ロ ．Ｒネ】

【ハ ．席呶士事務所あ 】（

【ニ ．郵９１まで】

【ホ．所在ｔ】

【へ．ｍ篶】

【ト ．工事と兼合した鼈ｍ書】

（そ の他の工事監ＪＩ者）

【イ ．資格】　　　　　（

【ロ ．Ｒネ】

【ノ ヽ． 建策士事務所佑】（

【ニ ．郵 ９１番そ】

【ホ ．所在地 】レ

【へ．ｔＭ番 そ】

【ト ．工事と 照合 したＲ計 回書】

【イ ．資格】　　　　　（

【ロ ．Ｊ３ミ；１】

【ハ．建築士事務所佑】（

【ニ ．郵便番そ】

【ホ ．所在丿自】

【へ ．ｌＭＳ や】

【ト ．工事と 照合 した加計回書】

）建築士　　　（

）建築士事務所（

）建築士　　　（

）建策士事務所（

）４策士　　　（

）建築士事務所（

【イ ．資格】　　　　　 （　　　 ）建築士　　　（

・【 ロ． ｊ戈 ぷ】

【ノヽ． 建策士事務所名】 （　　　）建築士事務所（

【ニ ．郵便唇号】

【ホ ．所在ｔ】

【へ．・Ｓ・ ９】

【ト ．工事とＳ合したａ計回・】

【５．嵬築ａ備の工事Ｒ肖１に回し意ｊｌを梟、いた者】
（代表と なる建築Ｒ備の工事監ｊｌ に関 し意見を聴いた者）

【イ ．八名】

【ロ ．勤務先】

【ハ ．郵ｆｔ ｇ】

【ニ ．所在竟】

【ホ ．ＳＭ番 ぞ】

【へ．を録番 そ】

【ト ．ｔ見を竈いた鼈計回書】

２９

）を録第

）知事登録第

）登録第

）加事を録第

）を録第

）祕事登録第

）を録第

）知事を録第

号
　
　
号

号
　
　
や

号
　
　
号

そ
　
　
号



（そ の他のｔ築設備の工事監ＪＩに関し意見を聴いた者）

【イ ．Ｒネ】

【ロ ．勤務先】

【ハ ．郵 ｛９１きそ｝

【ニ ．所在覽】

【ポ．ｍ易】

【へ．を覧番９】

【ト ．意只を聴い た設計回 書】

【イ ．Ｒ；４５】

【ロ ．勤務先】

【ハ ．郵便Ｓや】

【ニ ．所在ｊき】

【ホ ．ｔＭ番そ】

【へ ．ヨ１９番そ】

【ト ．意 見を聴へ４たＲ計回書】

【イ ．Ｒネ】

【ロ ．勤務先】

【ハ．郵便番そ】

【ニ．所在ｊセ】，

【ホ ．魘凝ｘ番台】

【へ．を録番そ】

【ト ．意Ｋを聴いた設計図書】

【６ ．工事施工者】

【イ ．たネ】
【ロ ．営業所名】 建設業の許・Ｉ（

【ノ ヽ． 郵９１き １・】
【ニ ．所在覽】

【ホ ．ｔＭ番そ】

【７ ．備考】

３０

）第 号



（第‾Ｊχ）

申請する 工事の概ま

【１．ま集４所、 ａＷ４所又は峯四ふ】
【イ ．覽佑竃香】
【ロ ．住ｇ表示】

【２．工事種Ｓｌｊ】
【イ ．Ｍ集ＪＩ準法施ｌｉ令第１０条各号に掲げるＭＩ集物の区分】第　　　　　そ
【ロ ．工事種ｇｊ】　 □新築　　口増築　丿　 口改築　　口移転

口大規模の修繕　 口大規模の模様替　 口建築ａ備の設置

【ハ．建築ＪＩ準ま第６８条の２０第２ 項の検まの特例に係る認証番そ】

【３ ．確認済証票や】　　　 第　　　　　　　　　や

【４．確認済証夕付年力日 】　　　　　 年　　Ｊ１　　日

【５ｉ確認済証交付者】

【６ ．工事着手年 Ｊ１ 日】　　　　　　　 年　　 大丿　　口

【７．工事完了予定年力日 】　　　　　 年　　Ｊ１　　日

【８ ．４を定工程】

【イ ．特定工程】
【ロ ．特定工程工事鏘ヽ了 （予定） 年Ｊ１日 】　　　　　 年　　丿　　日
【ヘ 検を万象床Ｓ積】

【９．今回中京以前の中間検ま】　　 （第
【イ ．特定工程】　　　　　　（
【ロ ．中愾検ま合格ミ交焼者】（
【ハ．中間検を匹証番倚】　（
【ニ．交イ才年１ 日】　　　　　　（

【１ ０． 今回申請貉、降の中間検を】　 （第
【イ ．特定工程】　　　　　　（
【口 ．特定工程工事終了予定年丿日】

（

【１ １． 確認ひ懾の軽微な変ぞの概要】
【イ ．夜叉された鼈計回書の種類】
【ロ ．変 更の概要】

【１ ２． 備考】

回）

年　 Ｊ１　 日）

（第

ぐ
ぐ

ぐ
ぐ

第ぐ
ぐ

ｊ
ｊ

回

年　 ｙｘ　 日）（

３１

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

回

年　 Ｊ１　 日）

ｊ
ｊ

回

年　 丿　 日）



工事監ミの状況

（第回Ｓ）

確認 を行

った部位、

材料 の種

類等

照合ｐり容

Ｓ合を行

った設計

回書

設計 回書 の１大１

容について設

計者 に確ぼし

た事項

照合方法

照合結果

（不適の場

合に は建築

主に対して

行つ た報告

の内容）

敷地の形状、 高さ、

衛生八び安全

主要構造部八び圭要

構造部鈔、夕１ヽ の構造耐

力上主要な部分に万１

いる材料 （接合材料

を含 む） のミ類、品

質、 形状八び寸法

主要構造部及び主要

構造部ｕ、外の構造耐

力上圭要な部分に用

いる 材料の接合状

況、 接合部分の形状

等

４築物のを部分の位

置、 形状八び大きさ

構造耐力上主要な部

分の 防錆、防腐Ｒび

防蟻措置八び状況

特定天井に用 いる材

料の種類並びに当該

特定天井の構造及び

施工状疣

居まの鸚装．の仕上げ

にＪＩい る４築材料の

種ｊ３１」八び葹該建築材

料をＪＴｊい る部分の面

積

天井ぶ、び壁の室内に

■す る部分に係る仕

上げの材料の種Ｍ‾ｋ

び厚さ

開口 部に設け る建具

の種類八び大きさ’ －

建築Ｒ備にｍいる材
ｔ

料の種類八びその照

合した内容並びに当

該建築設備の構造八

び施工状況（区画貫

ａ部の処き状況を含

む。）

備　　　　　考

３２



（ま意）
１． 各面４ａ関係

数字は算用数字を　単位はメ ートル法をＪＩＩ いて ください。
２． 第一聡関係
①　 「検査を 申請する建築物等」の欄は、該肖するチ ェッ クボ ック スに 「レ」マーク を入れて くだ さい。

建築基準法第 ８８ 条第 １項に規定す る工作物 のう ち回 法施行令第１ ３８ 条第 ２項第１ 号に掲げ るも のに あつ
ては、「工作物（昇降機） 」のチェ ック ボッ クス に「 レ」 マークを入れてく ださ い。

②　奈目］のある欄は記入しないでください。
３． 第二Ｓ関係

①’ 建築主、 Ｒ置者又は築造主が２ Ｊヌ 上の とき は、 １欄は代表と なる 建築主、 ほ置者又 は集ま圭 につ いて
記入 し、 Ｓｌｊ紙に他の建築圭、Ｒ置者又は築造主についてそれぞれ必要な事項をＥ入して添えて くだ さい。

②　建築主、 設置者又は築造圭から の委任を受けて申請を行う 者がいる場合において は、 ２欄にＥ入して
くだ さい。

③　 ２欄、３ 欄Ｒび５ 欄は、代き者、設計者又は工事監理者が建築士事務所に属 している とき は、 そのあ
称を書き 、建築士事務所に属していない とき は、 所在麺１はそれぞれ代１１者、 籏計者又は工事Ｅ週１者の住
所を書いてく ださ い。

④　 ３手ｌ、 ４欄Ｒび ５欄 は、 それぞれ代表 とな るａ計者、工事ｔミ者八びＭＩ策ａＳの工事監ｊｌに関し意Ｒ
を聴いた者並びに 申請に係 る建築物に係 る他のすべての設計者、工事ｔＪＩ者‾ｋび建築ａ備の工事Ｓｇに
関し意Ｒを聴いた者について記入してく ださ い。 記入標が不万１す る場合に は、 ｀姚紙に必要な事項を記入
して添えてく ださい。

⑤　 ５ａ は、 ｊ圭築上ま第 ２０ 条第 ５　瘴に規定するＳ合 （工事ｔ週１ に係 る果台に■る 。） に、 Ｗ翫に定める資
格を 有す る者についてＥ入 し、 所在嵬は、そ の者が勤務し てい ると きは勤務先の所在嵬を 、勤務し てい
ない とき はその者の住所を登録番号は建築士法施行規則（ＵＭ口２５年建ａ省令第３８号）第 １７ 条の ３５第
１項の規定によるを録を受けている場合の翦該を録番号を書いてく ださ い。

⑥　 ６欄 は、 工事施工者が ２むＪ、 上の とき は、 れ表 とな る工事施工者につ いてＥ入 し、 ＳＩ』紙 に他の工事施工者
について棟Ｓｌｊ にそれぞれあ要な事項を加入して添えて ください。

⑦　せ集物又は工作物のネ 称又は工事名 が定まつてい ると きは、７ 欄に加入 して くだ さい。
４． 第ミｉｉ関係
①　住ｇ表示が定まつてい ると きは、１ Ｓの 「ロ 」にＥ入 して くだ さい。
②　 ２橿の「イ」 は、 建築物が建築基準法施行令第１０条各号に掲げる 建築物に該当する 場合に、 鳬該各号

の数字を記入 して くだ さい。
③　 ２欄の「 ロ」 は、 該色するチェ ック ボッ クス に「 レ」 マークを入れてく ださ い。
④　 ２扣 の「ノｙ は、 認証型式部材等製造者が製造を した 芭該認証に係 る型式部材等 を有する場合 に、 その

認証番号を記載してく ださ い。

⑥　 ３欄、４ＳＡび５欄は、計画変‾ｔの確認を受けている場合は直前の計画変ｊきの確認について記載して
ください。

⑥　 ８欄の「ハ」 は、 検査篶象 とな る部分の床・積の合計に相 ｀笆する ｉｉ積をＥ入 して くだ さい。
⑦　 ９欄八び １０ 欄は、記入欄 が不 万１する 場合には、Ｓｊ紙 に必・な事項を髱入して添 えて くだ さい。
⑧　１１ Ｓは、Ｒ微煩ｍ変ｊｌが２ むえ上あると きは、その一について加入 し、 ＳＩＪＳＥにそのイｔ！１ の４１微な鼈計変

更につい て、 必要 な事項をＲ入 して 添え てく ださ い。
⑨　 １１ 欄の 「ロ 」は、変更の内容、変更のＪＩ ＦＩＩ等の概要を記入して ください。
⑩　 １１ 欄は、既に中回検をを受けたも のに あつては、こ の申請を直前の中間検をを 申請 した建築圭事にが

して行う 場合には、確認か ら直前の中間検ままでに生じた軽微な設計変更の概要について加入する必・
はあ りません。ま た、 それ刄、外の場合で、 確認から 直前の中獸検査ま でに生じだ軽微な設計変更の概要
についてこのＳにＥ載すべき事癢をＥ載した書類をＳＩ』 に添付すれば、その部分について加入する必■は
あり ません。

⑥　 １１ 戛は、申 習席集物 について変‾ｔ後 もｊｌ集物の計画が建築基準関係規定に適合する こと が回 らか なこ
とが確かめら れた 回の 筑書を添えて くだ さい。

５． 第回回関係
①　申請建築物（嵬集あ準法第 ７条の５Ｒび第６８条の２０第 ２項 （建築Ｓである認証型式部１オ等に｛ｉｌる場合
に諏る。 ｝の適Ｊ１１ を受 けず、かつ、 ＭＩ策士法第 ３条から 第３ 条の ３ま での規定に含まれない もの を除 く。
八下回じ。） に関する 肖該特定工程に係 る工事ま での工事監戛１Ｘの状況について記載してく ださ い。 ただ し、
既に 中愾検査を受けた もの にあつて は、 この 申請を直前の 中間検まを申 請した建築主事に対して行 う場合
には、確嘉から直前の中間検ままでの工事ａＪＩ１Ｘの状況について記入する必要はあり ません。 また、それぶ
夕ｉヽの場合で、 確認から直前の中間検をまでの工事監ｊｌの状況についてこの書類に記載すべき事項を記載し
た書類をｊ３ １』 に添付すれば、その部分について記入する必要はあり ません。

②　 串請建築物が複数の構造方法か らな る場合には、 それぞれの構ｊｌの部分ご とにＥ載 して くだ さい。
③　接合状況のう ち、 鋼材等の金Ｍ材料の溶接又 はＥＥ接部分 に４奈る ｒ大］部タ陥の検ま、 Ｓ度検ま等の確認につ

いては、 鳬該部分に係る検をを行つた者の大才Ｊえび資格並びに萢該検まに係るサンプル数Ｒびその結果を
記載 して くだ さい。

④　材料のう ち、 コン クリ ート について は、 回週圧縮強度、塩化物ｊｌ、アノｋカリ 骨材反応等の氛験又は検を
（ａ 下「ヌＳ等」 とい う。 ）を ｆｉつた者、 氣験等に係る サン プル数‾ｋび錻験等の 結Ｊ４ｔ についてＥ載 してく
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ださ い。
⑤　 「特定天井に用いる材料の種類並びに当該特定天井の構造Ｒび施工状況」は、建築基準法施行令第 ３９
条第 ３１｛、 第８１条第Ｉ Ｊ五回第 ３ｇ、第 ８２ 条の ５第 ７そ又は第１３７ 条の ２第 １ぢイ（３） の規定の適ＪＩ］ を受け
る部分についてお載し てく ださ い。

⑥『居まのｉタ９装の仕上げにＪＩいる建築刹‘料の種ｉ３１』２えび鳬該建築材料を用いる部分のｉｉ積」は、建築基準ｉ宍
施行令第 ２０ 条の ７第 １項第１ 号に規定する 内装の仕上げにＪＩいる建築材料の種ＳＩ』並びに肖該建築材料を
ｊ目 いる Ｆタ９装の仕上げの部分八び鳬該部分の面積について記載 して くだ さい。

⑦　 「天井及び９のま内にｔｉする部分に係る仕上げ」は。建築基準法第３５条の２ の規定の適ＪＩを受け る部
分について記載してく ださ い。

⑧　 「開 口部」は、・ 防火ａ備の鼈置が義務哨け られている部分、 建築Ｊｉ準ま第２８条第１　癢の規定の適ＪＩ］を
受け る部分Ｒび同法第 ３５ 条の適用 を受 ける 部分 につ いて記載 して くだ さい。

⑨施工図、工場の検をＥ録その他照合に必要な回書を用いてａ計回書と 申請ｊｌ築Ｓ との照合を行つた場合、
「照合Ｆ’９ 容」 にＥ載し た内容に応じ 、「照合方法」に その方法 を全て記載して下 さい。

⑩　 「照合結果」 は、 「適」・ ［フＦ適］のいずれかを記入し、工事施工者が注意に従わなかつた場合には 「ｆ
適」 を記入してく ださ い。 また、フド適の場合にはＭＩ築圭に対して行つた報告の内容を記載 して ください。

⑥　 ここ に書き表せない事項で特に報告すべき事項は、備考欄又はｉ３ １」紙に記載 して添えてく ださ い。
⑩　この書類に記載すべき事項を含む報告書をＭｑに添付すれば、 この書類をＳり途提出する必要はあ りません。

３４



Ｗ

ぴ１

第３９９様ま （第２１粂関係）

施　　 工　　 結　　杲

沖縄県建築あ準法施行細則第２１条 の規定に より 工事の施工結果を報き しま すｏ

沖縄県

日丿
殿

年

報 告 書

報

告

者

工事 監Ｕ者
住所 ・氏名

（　 ）級建築士　 （　 ）登録第　　　号
所属

電Ｓ　　　番

使

用

材

料

セメ

ント

ＪＭ５・ ４別 ・製造工場
紬骨材

産Ｓ 一種 Ｓｒ ｌ一 塩分・（ ‰）
粗骨材

産地 ・種ＺＩＩ　・　 最大寸法

施　 工’者
住所 ・八名

代表者
・肩

電話　　　Ｓ

混和

林料

レデ ィー ミクス

トコ ンクーリ ート

製な会社Ｒび工４４ 使ｊｎポンプ車のＥ送能力

龝梟 工事 ぷ称

打

ｊさ

結

果

調合肝Ｓ番号

打２ｓ箇所

建　 築　 場　所
打５き年Ｊ９日

コンクリ ートの種類

建　　 築　　圭

住所 ・氏名

Ｒ黔 ■準 ５白炭（ Ｎ／ ｍｊ）

呼び強度 （Ｎ／ｌｉ）

股　　 計　　者

住所 ・氏名

（　 ）ぬ建築士（　 ）を９　 第　　 号・ スラ ンプ （ｃ・）

空気蚤（‰）

確認 年丿日

番　　　　　号
年　 Ｊｉ　　 日　　 第　　　　そ

Ｅ縦Ｓ度①（ Ｎ／ｍｉ）２８日

Ｅ縮まま②（Ｎ／ｄ） ２８日

建築 物の 概要

敷　地

ｆ積 ㎡

建　築

Ｓ積 ㎡

延べ

面積 ㎡

９Ｌ日

試ｎ所名

階数
地上　階

た下　階

主要

用　途
構造

塩化 物量 測定結果 （ｋｇ／ ㎡）

使・塩化物量測定Ｓ

かぶ り厚 さの

最小 値（ ｃｍ）

（配 筋検 査）

部位 土に接しない部分 土に接するお分

考

察

ほ度ＲＵ２結果について 塩化物量測定結果について

柱 屋外 屋内

ａ根板 １１外 １び９

床板 下端 上４

はり 屋外 き内

耐力壁 屋外 屋内

翕耐力ｌ 屋外 ａ内 アルカリ ｔ材反ぶか策について その他（材料のａ質、 フＦ Ｊミ，合のタａｆ！４）

外部 仕上 げの
４類 ・工 法等

ｔＥ縮強度① ：ｌｉ準養生ＳＭ４Ｅ縮強度

圧縮強度②： ａ４水中養生供駄体圧縮強度又はコ ア供試体ＦＥ縮強度に関する仲 （９ＢＩＵ５６年建Ｒ省告示第 １１ ０２そ）



く冫］

（７３

第３８号様式 （第２１条関係）

施　　　工　　　 計　　　画

沖純系建築基準法施行細目第２１条の規定に より 工事の施工計画を報き しま す。

年　　 ｊ１　　日

沖縄県　　　　　殿

報 ルｔ

口 書

報

告

者

工事 監Ｕ者

住所 ・Ｒネ

（　 ）級建築士　 （　 ）を鏃第　　　ぞ
所属

篤荵　　　　 番　　　．

使

用

材

料

セメ

ント

品４ら・ Ｓｌｊ・ ｊ・ 製造工場
舶骨材

産地・種Ｓリ ・塩分量 （ｙｏ）
粗骨材

産ｔ ・種ｉ１ １　・　 最大寸法

施　 工　者

住所 ・た名

代表者
所肩

電話　　　　番

混和

材料

レデ ィー ミクス

トコ ンク リート

製造会社Ｘび工ｊｉ名 工享ｌｊｉまでのｉＳ ・湊１４回

建築 工事 ４□き

調

合

計

画

番

号
打ａ単位 打設時期

コンク

リート

の種類

設計基準
Ｓ　度
（Ｎ ／ｄ）

９び強度

（Ｎ／ｓｌ）

スラ ンプ

（ｃｍ）

空気量

（％）

水セメ
ント比

（％）

単イ乞水量

（ｋｇ／ｄ） 笞建　 築　 Ｓ　所

迪　　 築　　主

住所 ・氏名

１

２

設　　 訐　　者

住所 ・氏名

（　 ）ＭＭ！策士　 （　 ）をＳ　 第　　　そ ３

４

確認 年丿日

番　　　　　号
年　 丿　　 日　　 第　　　　号

５

建築 物の 概Ｓ

敷　地

Ｓ積 ㎡

Ｓ　ａ

・　積 ㎡

延べ

Ｓ積 ㎡ 打

込

計

画

調合計蕉番号

打２ 箇所

階数
地上　階

地下　階

主要

用　途
構造

打ｉム年丿日

打ｉさ容積（㎡）

かぶ り厚 さの

最／」、 値（ ｃｍ）

部位 土に接しない部分 土に接する部分 打ｊき方法

柱 ＪＩ外 屋内 予定ＭＳ回数

屋根板 屋外 屋内 落　 積　計 普　通 ㎡ 戉　量 ㎡ 合計 ㎡

床板 下端 上端

コ

ン

ク

リ

｜
ト

劣
化
が
策

塩化物量の予測 塩害対策 （有 ・無）

はり 屋外 屋内 （　 ）０，３０ｋｇ／㎡以下

（　 ）０ ．３ ０ｋｇ／㎡を超え ０． ６０ ｋｇ／㎡ぷ下

（　 ）０．６０ｋｇ／ｒＴｆを超える

（　 ）ａ合（Ｗ／ Ｃ　 ％、 スラ ンプ ｃｍ）

（　 ）防せい剤（　　　　　　　　　）

（　 ）床下端の鉄筋のかぶ り厚さ　　・

（　 ）その他 （　　　　　　　　　）

耐力壁 屋外 屋げ９

非耐力壁 屋外 里内

外部仕上 げの

ａ類 ・工 法等

塩害の要因（有・ 無） アルカリ 骨材反応筒策 （有 ・無）

（　 ）海を
（　 ）混匁剤

（　 ）海水中の塩分
（　 ）その他 （　　　　　）

（　 ）乗客骨材の使・
（　 ）低アルカリ 形セメン トの使Ｊ１１
（　 ）アルカ リ総ｔ　　 ｍｇ／ヨ

（　 ）混合セメン トの使用



建築主事様

建築基準 ま第 １２ 条第 ５１１の 規定 にあ づく

鉄骨 工事 施工 状ｉ！報 告書

一般 事項

提出日 年　　 ｊｉ　　日

建築圭

住　 所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　）

Ｒ　 ４５

報

告

者

工事監ＩＩ者

住　 所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　）

事務肖ｉ１５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　 ）級建築ｔ事務肖ｉ（　　 ）登録第　　　　　　号

ａ　 １５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　 ）級建築ニヒ （　　 ）・録第　　　　　　を

工事施工者

住　 所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　）

ａ　 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 代表 ａ締役ａ ４５

建設業の許ｉｌ（　 ）登録第　　　号

建

築

物

■

鉄

骨

工

事

の

概

要

設計者

住　 所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　）

事務所４５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　 ）級建築ｔ事務Ｓｉ（　　 ）き録第　　　　　　９

ａ　 ４５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　 ）級建築・（　　 ）ダ録第　　　　　　９

建築工事の亀称

建築確ａ 年　　 Ｊ１　　 日　　　 第　　　　　　　　　　　　　号

建築場ｇｉ

主要用ま 階数 地上　 階／地下　階 ｉ！べ床Ｓ積 ㎡

構造種Ｓｌｊ Ｓ造・ＳＲＣ造・他（　 造） ・構ＳＩ Ｘ方自］　　　　　　　　　　　 Ｙ方Ｍ

・接長 ｍ 鉄骨総重量 ｔ 鉄ｌ単位重量 ’ｔ／㎡ 計算ルート Ｘ方ぽＩ　　　　 Ｙ方 自〕

構造・力上ＩＷ
な部・に使ｍし
た鋼材等の種類
及び使用部位等

使丿目部位 鋼材の種類 ‘使用重量

高カボルト
の種類ａび

接合方法
等

種類・径等 接合方法 締付方法

トルシア型 ＳＴ・径Ｍ 摩擦・５ １張 ロトルクコントロール法

ＪＩＳ型 ＦＴ・径Ｍ 摩擦・ｇ ｌａ

ロトルクコントロール法

ロナツト回転法

溶融ｌｉ鉛メッキ ＦＴ・径Ｍ 摩擦 ナット回転ｌｉ（大目ｉＳ定品）

接合・の処坦

Ｊｊ ＝０．４５ ｌａ材　　　　　　　 ２スプラ イス ＰＬ

がニ０．４０ □ｌ材　　　　　　　 ２スブラ イス ＰＬ

溶接継目 の部
位、 鋼材の種類・
ａび短期許容に
力度のＺ分等

工

場

溶

接

接合部位 鋼材の種類 溶接の種類 強度Ｅ分

現

場

溶

接

接合部位’ 鋼材の種類 溶接の種類 強度の・分

突合せ・すみ肉

突合せ・すみ肉

突合せ・すみ肉

突合せ・すみＳＩ

突合せ・すみ肉

Ｆ・０．９Ｆ

Ｆ・０．９Ｆ

Ｆ・０．９Ｆ

Ｆ・０．９Ｆ

Ｆ・０．９Ｆ

突合せ・すみ肉

突合せ・すみ肉

突合せ・すみ肉

突合せ・すみ肉

突合せ・すみ肉

Ｆ・ ０．９Ｆ

Ｆ・ ０．９Ｆ

Ｆ・ ０． ９Ｆ

Ｆ・ ０．９Ｆ

７

Ｆ・ ０．９Ｆ

３７



建築確Ｓａ知書と設計回きとの１台 訂ｉＥ箇所（ 有一 無）　　　　　　　　　　 設計図書の訂 ｉＥ （確認済 ・未確認）

１１築確・後の変
・事ｇｌ

変更届の提出 （有 ・無 ）　 届け出年Ｓ日　　　　 年　 Ｊ１　　日

鉄骨製作工場４５ の現場表示板の設置期間 年　 Ｊ１　　 日　　 から　　　　 年　 Ｊ１　　 日までａ置　　 （４真ａｉ）

工

事

関

係

者

住

所

●

氏

４５

工事 ｔａ

構造担ｉ責任者

事　 務　 Ｆリｉ　 も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＴＥＬ（　　　　　　　　　　　　　　）

住　　　　　　　所

資　 格一 Ｋ　 １５

第五音検査機関

等（溶接部の受

入れ検査）

受入検査機関等の ４； 称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＴＥＬ（　　　　　　　　　　　　　　）

住　　　　　　　所

検査 員資 格・ 氏も

検査技術者（溶

接部な外の・入

れ検査） 注１

所　　　　　　　 屑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＴＥＬ（　　　　　　　　　　　　　　）

住　　　　　　　所

検ま 員資 格・ たも

工事施工者

鉄骨工事責ぞＥＳ

ａ設会社６

資格 ・ａｌ

鉄

ｉｌ

加

工

工

場

４５　　　　　　称

住　　　　　 一所

□大臣認定工場

口加事を録工場

工場のランク

認定 （登録） 年ｊｉ日　　　　 年　 Ｊ１　　 日　　 有効期限　　　　 年　 ｊｉ　　日

認定 （登録） 番号　　 第　　　　　　　号

溶接管ｌａ１責ａ者 所属　　　　　　　　　　　　　　 氏も　　　　　　　　　　　　 資格

検査 責任者 所属　　　　　　　　　　　　　　 ａち　　　　　　　　　　　　 資格

社

ｐ９

検

査

口外　　　　注 外ｊｌ検査機関等の１称

住　　　　　　　所

検査 員ｉ 格・ 氏４５

□社 内検 査部Ｍ 所　 属　 部　署

検査 員ｉ 格一 ・４５

添

付

書

類

等

口鋼材等 の裏 書き ミル シー ト　　　　　　　　 ロポ ルト 類の ・度 Ｍ験報告書　　　　　　　 口工 事監 ｌｌ 契約 書（ 写し）

口鋼材等 の流通経 路を 示す 書類　　　　　　 口高 カボ ルト ａｔａＳ 力導 入は 験報 告Ｓ　　　 □認 定証 ・資 格証 （写 し）

口溶 接部 の検査報 告書 （外 観十超音 １探 傷）　　 □嘉 カボ ルト の締 Ｍけ 検を報き書　　　　　 口銭 ｉ製作工 場１５の ｌｌ・表 示板 の７真

口溶 接部 検査 に関 する 契約 書（ ぶし ）　　　　 口合 成ス ラブ の施 工４大Ｓ Ｓ告ｔ　　　　　　 □各 工ａ の工事写真

口溶接部の強度試験成績書　　　　　　　　 口露・型柱回】施工ｌｌｉ１報告書　　　　　　口

口　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □　　　　　　　　　　　　　　　　　□

まＩ　Ｓｔｌ部をほく・ 入れ検を について 、工事・ｇ者がａを計回書ａび検査依頼書に基づきま頼した技術者の所ｌ、 資格Ｒびた４５４をＥ 入する。注１ 溶接部を除く受入れ検査について、

ｉ圭２、 ３参照

３８



ｎ鉄骨加 工工場Ｒび工事現場における試験・ 検査等の結果

ａ． 検査等の項目

ｂ． 実施したＭ験・検を等のカま

（実施した項目をチェック）

ｃ． 検査等の実ま年Ｊｉ日

社ｐ９検査き２Ｆ 受け入れ検査 注３

鉄骨加工工場 工事施工き 工事監ＵＩ者 検査機関等

①

工

場

製

作

時

に

お

け

る

検

査

等

の

実

施

状

況

鉄１１１１ェェ場の決定

口書類審壷口大臣認定等のランク確認

口工場実地調査 犬
鉄ｉ製搾Ｒ領１・工搾回の承認 □設計図書との整台口図書き＝畳

溶接方法の承１！ｌ □製作Ｘ領書ち査 口承認試験

溶接技能者の承認

□資格証の確認口溶接条件と資格の適合

口技量確ｌｌ試験 （Ｓ 施・ 他工事資料参 考）

使Ｓ鋼材等の受入検査

ロミルシー卜の確認口立会検壷

口鋼４オ ｉａｌＳｌｌＳ口材ＸＭ験 □（　　）

使用材料・製品等のｉ入検査

（高 カボルト 、ス タッ ドボルト その 他）

ロミルシート確ｌ ｏｌ品確認

口之会検査□（　　　　　　　）

現寸検査等

ロテープ合わせ□床上現寸図口工作回

書壷 口ｉ規・ｌ板検を □（　　　）

９・なの鋼材材質の確認

ロマーキング確認 □９板発注指示書確認

口確認試験□（．　　　　　）

組

立

検

査

□開先５状・角度 ロルート・・ルート間隔□１１すき、食違

□仕口部のずれ□裏あて金・エンドタプ ロスカラツプエ法

ロスカラツプＳ状 ・寸ほ口仮付け溶接口内ダイヤのミ付け

□目視

口溶接ゲージ

ロス ケール

ｔな 下の項目 は． ２節 目は降の 組５１検査時に確認する

□予熱の方法とｌ垣力法の確認 口予熱温度テェツク

ロパ ス間 ・ま 、入 ｌ量のき・力まの ｌｔＳと ・ｉｌのｇ・

□製作要領書の確認

口温度チョーク

ロ（　　　　）

ロポルトのＲ・□Ｒ，６・ ＲＭＳのずれ □摩Ｓ接台ｉのｉｔ認 □目視ロゲージ

鉄

骨

製

品

の

受

入

検

査

部
材
の

精
度

□部材の社ｐ９検査実施４大京のａａ □製品の社内検査報告書確認

□部 ４才表・検を 口ｇ材寸ま検査□ ｌり 合い部検査

ロスタッ ド溶接検査口 Ｓカ ボル トの締め ｛す け検ｔ

ロスラグ、スパッタの除去 □（　　　　　　　）

□目視

ロゲージ・スケール

□打Ｓ曲げ試験

溶

接

部

の

品

質

ロタｔ観検査 くａこｔ、爽ｉ欠Ｓ）

□超音波探傷検査 （ｐ１部欠陥）

□目視口溶接ゲージロスケール

ロ超音波探傷Ｍ験 □（　　　　）

社
内

検
査
結
果
の

ま

と

め

□溶接部の社Ｆ大９検査報告書の確認

社内検ををＳ施したきの所属・資格・ｊｉｌ

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

受
入
検
査
結
果
の

ま

と

め

□ＳＥ者検査機Ｍによる溶Ｓ部の受入検を報きＳのａ・□ｇ約・ｉ確１１

検査を実施した者の資格一 ａｌ （　　　　　　　　　　　　　）

□工 事監 ｌｌ者が指ＩＥし た「 技術 者」 によ るｆｔ行Ｓ・ ｌｌき・ の確Ｓ

「技術者」の所属 ・Ｊｔｌ （　　　　　　　　　　　　　　　）

１全数検査く検Ｘ数　　　 合格数　　　 合格率　　　　　）

（ぞ合格 部の 杷修箇所　　　　　　 梢修方法　　　　　　　　）

２抜きなり検査の場合は、 次の項目 を記載してｉｌｊ に報告書を添付する。

・検査ロ ット の構 成方 法・ 抜きなり 方法 ・抜きＳ り旱 ・検査ａ

・５Ｆ合格箇所数 ・ゆ査ロ ットの台否判定・補修方ま等

１抜きａり検査の場き は、 次の項目 を記載して別に報告書を添イ才する。

・検査ロ ットの構 ぼ；ち法 ・抜 きな り方 ま・ 抜きなり 率・ 検査数

・ぞ合格箇所数・検査ロッ トの合否判定 ・柿修方法等

２を数検 査（ 検査数　　　 台格数　　　 合格率　　　　　）

（ぞ合格部の椚修箇所　　　　　 補修方法　　　　　　　　〕

３９



不具合の処置

及び検査結果

の考察

②
現
場
工

事
時
に

お
け
る

検
査

等
の

実
施
状

況

鉄骨工事施工要領書の承認 口ａ計回 Ｓとの照台口 回書 審査

溶接方法の承認 口製そ１ョｉｌ領書ぢを口承認ａ４ａ

溶接技能者の承認

□資格証の確認口溶接条件と資格の適合

口技・ｌｔＳｌｉｔＳ （実施・き工事資４参考）

ｙ

４

使用材料 ・製品の検査

（高カボルト４）

ロミルシートのほ認□ ｍｉｌ軸 力導入Ｍ験

□（　　　　　　　　　　　　　）

柱
脚
部

□柱据えせけａの ４犬２ロ アンカー

ボル トの据え イ才 け状・口 露ｉ ・回 ７ｔＥ

柱脚の施工状２□（　　　　　　）

□設計図書との照合ロレベルロスケール

ロ柱脚メーカーのチェックシート照合

口（　　　　　　　　　　　　　）

建
て

方

□建入れ直し □・締め ポルト

ロ倒壊防止指Ｘ□建て方精度

□（　　　　　　　　　　　）

口たエ・領４等との照台口目視

ロスケールロ下げ振り

ボ

ル

ト

工

事
■

溶
接
工

事

□摩擦接台・の確認口食違い・・す

き検査□１次締め後全数マーキング

ロ本締め検査 口共 ｌ！ り・ 締め 忘れ検査

□目 視ロ ゲージ

ロ（　　　　　　　　　　　　　）

□を業環境等 口予 Ｓの 実施状・

ロルー卜問Ｓ □食違い・仕口部のずれ

ロェンドタブ、裏当て金の施工状Ｓ

ＯＳ接部 の外 観検ま（精度 ・表 ｉｉ欠陥）

□超音波探傷 検査 □（　　　　　）

□合成スラブの施工状況（スタッド、

焼き抜き 栓溶接等）

□施 工要領書等と の照合口 １１度チヨーク

ロ目 視口溶接ゲージロ スケール

ロ目 視口 溶接ゲージロスケール

ロ超音波探傷試験 □（　　　　　　）

□目 視ロ ゲージロ 打撃曲げ試験

ロスラブメーカーのチェックシート照合

社
内
検
査、

結
果
の

ま
と

め

社ｐｘｌ検査 口実施口省略

口溶接部の社内検査報告書の確認

社ｐｌ実施した者の所属・資格・ａ名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

受
入

検
査

結

果
の

ま

と

め

口第Ｅ者検をａ関による溶接部の・入検を報告書の確２口契ａ・・確・

Ｓ施したきのＦｙｉｘ・資格・ａ４５（　　　　　　　　　　　　　　　）
ご

□工事監 理者 が指定した「 技術者」 による代行検査報告書の確認

ｒ技ｇｉ 者ｊ のＦｇｉ属・ ａｌ （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１全数検査（検査数　　　 合格数　　 合格率　　　　）

ＧＦ合格 部の 描ｆｌ・ Ｓ　　　　　 補修方法　　　　　）

２抜き取り検査の場合は． 次の項目をＥ載して別にａ査報告書を添付する。

・検査ロ ットの構 成方 法・ 抜き １又 り方法・ 抜き取り 率・ 検査数・ ぞ合格箇 所数・

検査 ロッ トの 台ｌｉ４ａＪ 定・ 補修方法等

ｔＥで社 内検査実施の 場合 は、 次の １、 ち略 の場台２とす る。

１抜きミり検査の場合は、 まの項目をＥ載して別に検査報告書を添付する。

・検査ロ ットの槙 成方 法・ 抜き 取り 方法 ・抜き取 り率 ・検査数 ・；Ｆ合 格箇 所数・

１１１ロ ット の合 ｌｉ や｜ 定・ 補修方ｉま等

２・数検査（検査 数　　　 合格数　　　 合格率　　　）

（不台格郎の補修ｌａ　　　　　 補修方法　　　　　　）

不具合の処置

ａび検査結果

の考察

注。２左に揚げられた「ａ．検査等の項目」欄の１１１日 について、社１ヌｌ検査として実施した項目を「ｂ．実施した試験・検査等の方法」欄の項目 から選んで、 □をチェックする、

ｒｃ．検査９の実施年Ｊ１ 日ＪＳにこれらを実施した Ｊ１ 日を記入する。

ｊ生３上Ｒと回梯に、 ３・がそれぞれの２ｊｌで、・入れａまとしてＳ施したｌｌ目 とこれらを実■したｊ１日を・入する。 このうち。工事１１１１Ｗが自らの■ａの一部を■＝１１

（本報告書様ｉｔ 第２ｉｊ の「検・技術者（溶接部な外の受入れ検査） 」欄に記載した技術者ＩＥ．１ 参照）に依頼して、ｌｔｆｉ検ま等に当たらせたＪＩ 目については、工事監ＪＩ

者に検査等のｊ１ 日と肖鷁「検査技術者」の ａｌＳを記入する。

４０


